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［市の人口］
72,295人

男＝35,434人
女＝36,861人
前月比－54人

［世帯数］
26,125世帯
前月比＋３世帯

平成18年３月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

「旅立ちの丘」オープニングセレモニー

4

［主な内容］
● 平成18年度　施政方針・予算のあらまし
● 芝桜開花期間中のイベント案内・交通規制
● 荒川中学生サミットを開催しました
● 平成18年５月からコンビニエンスストアで市税等が納められます
● バイオマス・コジェネ施設の名称を募集します！
● 秩父市職員人事異動



❷
市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

　

刻
々
と
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
か
つ
的
確
に
対
応
し
、
誰
も

が
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
よ
り
具
体

的
で
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
次
の
４

つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て
市
政
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
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こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
次
の
中
長
期

的
展
望
に
た
っ
た
主
要
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

・  （
仮
称
）
新
秩
父
市
総
合
振
興
計
画

の
策
定

・ 「
秩
父
な
ら
で
は
の
教
育
」を
推
進
し
、

　

 「
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
、
思
い
や
り
と

感
動
、
志
高
き
、
秩
父
大
好
き
人
間
」

を
育
成

・ 
新
市
内
の
各
地
域
か
ら
新
市
の
玄
関

口
ま
で
概
ね
20
分
で
到
達
で
き
る
よ

う
、
幹
線
、
地
域
道
路
網
の
構
築

・ 

秩
父
地
域
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
生

か
し
た
産
業
振
興
、
雇
用
創
出

・ 「
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
・
コ
ジ
ェ
ネ

施
設
」
の
建
設
・
研
究

・ 

旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
第
一
プ
ラ
ン
ト
跡

地
利
用
計
画
の
研
究
、
基
本
構
想
の

策
定

・
情
報
格
差
の
早
期
解
消

・
電
子
自
治
体
の
構
築

・ 

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
を
中
心
と
し

た
長
尾
根
丘
陵
整
備

・ 

花
と
緑
と
音
楽
に
よ
る「
環
境
文
化
都
市
」

・ 

祭
り
や
郷
土
芸
能
な
ど
の
伝
統
文
化

を
守
り
、
次
代
に
引
継
い
で
い
く
た

め
の
活
動
を
強
力
に
支
援

・「
地
域
社
会
支
援
シ
ス
テ
ム
」づ
く
り

・
市
立
病
院
の
改
革

・
危
機
管
理
体
制
の
充
実

・
徹
底
し
た
効
率
的
な
行
政
経
営

・
職
員
の
意
識
改
革

　
「
秩
父
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
市
政
実
現
の

た
め
に
、
７
つ
の
主
要
施
策
の
柱
を
設

定
し
ま
し
た
。

�
�
秩
父
市
合
併
協
約
確
認
協
議
会
�

　

秩
父
合
併
協
議
会
の
協
議
に
基
づ
い

て
行
う
市
の
施
策
や
事
業
に
対
し
意
見

を
求
め
る
た
め
昨
年
度
設
置
し
、
本
年

度
も
市
長
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
、

地
域
と
市
政
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い
、

そ
の
意
見
を
尊
重
し
て
い
き
ま
す
。

「まち輝き　むら際だち　森と水のちからほとばしる
助けあい　温もりのまちづくり」を目指して

平成18年度施政方針

�

平
成
18
年
度
�
当
初
予
算
案
�
�
�
審
議
�
�
秩
父
市
議
会
�
月
定
例
会
�
�

�
月
27
日
�
�
�
月
15
日
�
�
開
催
�
�
�
�
�
�
定
例
会
初
日
�
�
月
27
日
�

栗
原
市
長
�
�
平
成
18
年
度
�
市
政
全
般
�
�
�
�
施
政
方
針
�
表
明
�
�
�
�

�
�
�
�
�
概
要
�
�
知
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
施
政
方
針
全
文
�
�
�
�
�
�秩
父
市
�
�
�
�
�
�
�
掲
載
�
�
�
�
�
�

「
誰
も
が
合
併
し
て

よ
か
っ
た
」と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り

４
つ
の
基
本
理
念

平成18年度施政方針を表明する
栗原市長

中
長
期
的
な
主
要
事
業

本
年
度
の主

要
施
策

市
民
の
結
集
し
た

力
で
き
ず
く

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
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❸

�
�
秩
父
市
自
治
会
連
合
会
�

　

区
の
合
併
に
よ
る
町
会
へ
の
組
織
化

に
向
け
た
取
組
に
対
し
、
主
体
性
を
尊

重
し
つ
つ
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

�
健
康
�
�
�
推
進
事
業
�
継
続

�
市
民
�
�
�
�
�
充
実

� 

聖
地
公
園
墓
園
拡
張
基
本
計
画
�
策
定

�
�
工
事
成
績
評
定
�
�
�
�
�
�
構
築

�
職
員
�
適
正
化

　
「
秩
父
市
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基

づ
き
、
順
次
、
適
正
規
模
の
職
員
数
に

減
員
し
、
事
務
の
効
率
・
簡
素
化
を
念

頭
に
、
職
員
の
意
識
改
革
と
創
意
工
夫

に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

�
危
機
管
理
対
策

　

災
害
や
危
機
的
な
事
象
に
対
し
て
迅

速
で
的
確
な
対
応
を
図
る
た
め
、
各
部

課
に
危
機
管
理
総
括
担
当
者
、
危
機
管

理
推
進
員
を
配
置
し
て
、
危
機
管
理
体

制
に
万
全
を
期
す
こ
と
に
よ
り
、
防
災

力
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

�
消
防
施
設
等
�
整
備

�
子
�
�
�
安
全
確
保
�
危
機
管
理
対
策

　

青
少
年
育
成
秩
父
市
民
会
議
を
中
心

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
町
会
等
の
協
力

を
得
な
が
ら
、地
域
安
全
研
修
会
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
実
施
し
、
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
「
助
け
あ
い
温
も

り
の
ま
ち
通
学
路
運
動
」
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

�
都
市
基
盤
�
整
備

　

蒔
田
地
内
幹
線
道
路
新
設
工
事
、
伊

古
田
地
内
か
ら
吉
田
地
内
へ
通
じ
る

幹
線
道
路
拡
幅
工
事
、
大
畑
町
地
内
秩

父
第
一
中
学
校
先
未
改
良
区
間
の
幹
線

道
路
拡
幅
工
事
、
下
吉
田
地
内
桜
井
橋

整
備
工
事
、
大
滝
地
内
神
岡
橋
整
備
工

事
な
ど
は
、
複
数
路
線
を
一
つ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
事
業
と
し
て
、
地
方
道
路
交
付

金
制
度
を
活
用
し
、
平
成
19
年
度
ま
で

の
３
か
年
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
合
併
協
定
に

基
づ
き
決
定
さ
れ
た
旧
町
村
地
区
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
継

続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

�
安
心
�
快
適
�
生
活
基
盤
�
充
実

　

上
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
橋
立
浄

水
場
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

「
水
道
事
業
施
設
整
備
基
本
構
想
」
に

基
づ
き
、
本
年
度
は
別
所
浄
水
場
内
に

配
水
池
を
新
設
し
、
さ
ら
に
橋
立
給
水

区
域
へ
の
連
絡
管
布
設
工
事
等
を
実
施

し
ま
す
。
吉
田
地
区
塚
越
浄
水
場
の
施

設
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、

３
か
年
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
計
画
的
な
石
綿
管

等
の
老
朽
管
布
設
替
え
を
推
進
し
、
有

収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

大
滝
地
区
南
部
簡
易
水
道
栃
本
浄
水

場
配
水
流
量
計
の
取
替
え
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

�
住
環
境
�
整
備

　
「
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
資
金
助
成
事

業
」
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
要
望

に
お
応
え
し
、
か

つ
、
市
内
小
規
模

事
業
者
の
振
興
策

と
し
て
さ
ら
に
経

済
効
果
を
も
た
ら

す
よ
う
な
制
度
の

見
直
し
を
検
討
し

実
施
し
ま
す
。

安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

２

�
庁
舎
等
�
改
修
�
�
�
耐
震
対
策

　

吉
田
・
大
滝
総
合
支
所
の
庁
舎
は
、

と
も
に
年
数
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、

本
年
度
は
耐
震
診
断
を
行
い
、
さ
ら
に

耐
震
補
強
設
計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

荒
川
総
合
支
所
庁
舎
に
つ
い
て
も
、
必

要
な
改
修
工
事
を
実
施
し
、
安
心
・
安

全
で
快
適
な
庁
舎
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

�
公
共
交
通
機
関
�
維
持
�
強
化

　

市
内
の
公
共
交
通
の
空
白
地
帯
の
解

消
を
図
り
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を

目
的
と
し
た
「
お
出
か
け
楽
々
バ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、
市
内
全
域
で

の
一
層
の
路
線
網
の
拡
充
、
再
構
築
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
利
用

促
進
策
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

を
含
む
世
帯
を
対
象
に
、
５
千
円
の
バ

ス
共
通
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
場
合
に
２

千
円
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

�
情
報
化
環
境
�
整
備

　

大
滝
中
津
川
地
区
お
よ
び
吉
田
地
区

内
に
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
を
整
備
し
、

携
帯
電
話
の
使
用
が
可
能
と
な
る
よ
う

進
め
て
い
き
ま
す
。

主 要 事 業【新：新規事業】

①市民の集結した力できずく協働のまちづくり

②安全で快適なまちづくり

新　お出かけ楽々バス事業 17,160千円

新　山村生活安全対策事業（事上・寺沢治山）

 7,000千円

　　国道299号街路整備事業 279,684千円

　　永田住宅防水改修および駐車場整備工事

　　消防自動車購入（22台）　 142,300千円

新　自主防災・防犯組織支援事業 5,000千円

　　安谷川および谷津川簡易水道給水切替工事

　　別所・巴川地区農業集落排水整備事業

 246,058千円

　　塚越浄水場高度浄水施設整備工事

工事が進む蒔田地内
幹線６号線

お出かけ楽々バスの
路線網拡充を図ります

市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。



❹

�
�
地
域
福
祉
計
画
�
�
策
定

�
�
�
�
�
�
元
気
�
高
齢
者
�
�
�

�

対
策

　

介
護
保
険
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

予
防
対
策
か
ら
高
齢
者
の
状
態
に
応
じ

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
生
活
圏
域
に
配

慮
し
て
市
内
４
か
所
に
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
上
吉
田
地
区
に
「（
仮
称
）

吉
田
地
域
複
合
型
老
人
福
祉
施
設
事

業
」
と
し
て
、
独
立
し
て
生
活
す
る
こ

と
に
不
安
を
感
じ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、

生
活
援
助
員
が
常
駐
し
、
緊
急
時
の
対

応
に
当
た
る
「
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
」、

お
よ
び
高
齢
者
の
支
援
を
図
る
「
介
護

予
防
拠
点
施
設
」
を
併
設
し
た
福
祉
施

設
を
建
設
し
ま
す
。

�
障
�
�
�
�
�
方
�
�
対
�
�
施
策

　

本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
障
害

者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ
き
、
本
市
に

お
い
て
も
、「
障
害
者
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
立
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

引
き
続
き
、
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」、
障
害
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
キ
ャ
ッ
プ
」、
昨

年
開
設
さ
れ
た
知
的
障
害
者
通
所
授
産

施
設
「
ふ
ら
わ
あ
」
等
に
対
し
て
支
援

を
し
ま
す
。

�
心
�
体
�
健
康
�
�
�
�
関
�
�
施

�

策
�
実
施

�
市
立
病
院
�
充
実

　

市
民
の
皆
さ

ん
に
安
心
・
安

全
・
満
足
を
い

た
だ
け
る
医
療

の
提
供
を
目
指

し
、
昨
年
、
専

門
的
視
点
か
ら

の
病
院
機
能
評

価
を
仰
ぎ
、
そ
れ
に
対
し
て
誠
実
に
対

応
し
て
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
大
滝
国
保
診
療
所
の
「
内
科

診
療
」、「
歯
科
診
療
」
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

�
学
校
教
育
�
充
実

　

今
年
度
は
、「
秩
父
大
好
き
人
間
」

育
成
の
新
た
な
取
組
で
あ
る
、「
ち
ち

ぶ
っ
子
認
定
証
」
制
度
を
本
格
的
に
稼

動
さ
せ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
秩
父
地

域
に
関
す
る
自
然
、
文
化
等
の
研
究
は

も
と
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
活
動
等

の
実
践
に
お
い
て
、
優
れ
た
成
果
を
収

め
た
子
ど
も
た
ち
に
特
別
な
称
号
と
し

て
「
ち
ち
ぶ
っ
子
認
定
証
」
を
授
与
し
、

秩
父
を
愛
し
、
発
展
に
貢
献
す
る
個
性

豊
か
な
「
秩
父
大
好
き
人
間
」
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
中
で
継
続
的
な
取
組
を
進
め
、

努
力
の
成
果
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
さ
ら
に
、「
子
ど

も
ち
ち
ぶ
学
士
」、「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博

士
」
の
称
号
を
授
与
し
ま
す
。

　
「
秩
父
市
未
来
創
造
子
ど
も
議
会
」

に
つ
い
て
は
、
教
育
・
行
政
の
両
面
か

ら
成
果
が
得
ら
れ
た
の
で
、
引
き
続
き

開
催
し
ま
す
。「
学
童
保
育
」
に
つ
い

て
も
、
昨
今
の
児
童
を
狙
っ
た
犯
罪
に

対
し
て
保
護
者
の
心
配
を
払
拭
す
る
た

め
、
小
学
６
年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
を

段
階
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

�
教
育
環
境
�
整
備

　

秩
父
第
一
中
学
校
と
吉
田
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
、
19
年
度
の

２
か
年
継
続
事
業
に
よ
り
、
改
築
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
荒
川
中
学
校
体
育
館

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
旧
施
設
の
取

り
壊
し
お
よ
び
周
辺
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秩
父
第
一
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
耐
震
補
強
工
事
お
よ
び
大
規
模
改

造
工
事
を
行
い
、
吉
田
、
大
滝
、
荒
川

の
各
小
学
校
に
は
、
防
犯
上
の
観
点
か

ら
監
視
設
備
の
設
置
工
事
を
行
い
、
児

童
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。
荒
川
東

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
の

着
工
を
予
定
し
て
お
り
、
本
年
度
は
、

基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

� 

子
�
�
�
健
�
�
�
育
�
環
境
�
�

�

　

幼
稚
園
保
育
所
一
体
化
促
進
事
業
と

し
て
、
東
町
の
秩
父
幼
稚
園
内
に
秩
父

保
育
園
を
新
設
し
、
低
年
齢
児
保
育
の

拡
充
に
努
め
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

３

子
ど
も
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

４

市立病院

昨年の「秩父市未来創造

子ども議会」の様子

主 要 事 業【新：新規事業】

③健康で安心して暮らせるまちづくり

④子どもが健やかに成長できるまちづくり

新　在宅重度心身障害者給付金 1,670千円

新　障害者自立支援事業 448,009千円

　　 地域福祉施設（上吉田小跡地利用）整備

事業 55,000千円

　　妊産婦、新生児訪問指導委託 2,700千円

　　高齢者介護予防トレーニング委託

 2,985千円

　　人工透析用機器他医療機器等購入事業

　　のびのび子育て支援金 20,760千円

　　 吉田保育所解体および一時移転施設改修

工事

新　大滝小・中学校普通教室他扇風機設置工事

新　荒川東小学校校舎改築工事設計業務委託

新　秩父第一小学校大規模改造工事

新　 高篠中学校体育館改築工事実施設計業務

委託

新　秩父第一中学校改築事業

新　吉田中学校改築事業

新　 荒川中学校既設体育館解体および周辺整

備工事

みんなで追放 危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…



❺
秩父警察署からのお知らせ

最近、侵入盗やバイク盗が多発しています。戸締りをしっかりするなど、十分に注意してください。

� �
秩
父
�
�
�
�
�
�
�
�
�
利
用

拡
大

　
「
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
」
を
地
域

最
大
の
観
光
拠
点
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

利
用
拡
大
会
議
を
開
催
し
、
四
季
を
通

し
て
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
と
し
て
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
ず
、「
ス
ポ
ー

ツ
の
森　

流
れ
る
プ
ー
ル
・
波
の
プ
ー

ル
」
を
市
民
プ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
、

安
価
で
提
供
で
き
る
利
用
対
策
を
検
討

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
然
を
舞
台
に
感

動
と
友
情
を
育
む
環
境
体
験
学
習
施
設

「
秩
父　

森
の
学
校
」
の
開
設
を
進
め

ま
す
。
併
せ
て
、
森
林
の
持
つ
癒
し
効

果
を
活
か
し
、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
の
地

形
を
利
用
し
た
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
の

散
策
コ
ー
ス
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討

し
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
、百
万
人
誘
客
を
目
指
し
た「
長

尾
根
丘
陵
整
備
構
想
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
別
所
地
区
の
市
民

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
遊
園
地

と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
羊
山
公
園
�
�
芝
桜
�
丘
�

　
「
芝
桜
の
丘
」
は
、
今
や
「
癒
し
」

を
求
め
る
人
々
の
全
国
レ
ベ
ル
の
観
光

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
し
、
併
せ
て
ま

ち
な
か
観
光
誘
客
へ
の
有
力
な
資
源
と

し
て
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
は
害
虫
の
発
生
等
に
よ
り
、
花
の

彩
り
の
一
部
に
陰
り
が
見
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
芝
桜
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の

整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

�
吉
田
地
区
�
龍
勢
祭

　

秩
父
夜
祭
と
と
も
に
秩
父
地
域
を
代

表
す
る
祭
り
と
し
て
強
力
に
情
報
を
発

信
し
て
い
く
た
め
、
龍
勢
会
館
の
ビ
デ

オ
放
映
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
龍
勢
祭

の
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
を
演
出
し
て
い
き

ま
す
。

�
生
涯
学
習
�
市
民
�
�
�
�
�
振
興

��
環
境
基
本
計
画
�
�
策
定

　
「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
」
を
達

成
し
て
い
く
た
め
、「
秩
父
市
環
境
基

本
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
「
秩
父
市
環
境
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

�
�
�
�
減
量
化
�
�
�
�
�
�
�
推
進

��
景
観
計
画
�
�
策
定

　

県
か
ら
「
景
観
行
政
団
体
」
と
し
て

同
意
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
秩
父
の

自
然
、
歴
史
、
文
化
や
生
活
、
経
済
活

動
に
調
和
し
、
個
性
や
特
色
を
活
か
し

た
景
観
計
画
の
策
定
を
行
い
、
併
せ
て

快
適
な
生
活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
の
整

備
を
目
的
と
し
た
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

��
妙
見
�
森
公
園
�
�
整
備
�
充
実

� 

経
済
回
生
�
目
指
�
�
�
地
域
経
済

�
再
生
�

　
「
地
場
産
業
活
性
化
再
生
事
業
」
と

し
て
、
い
わ
ゆ
る
秩
父
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
」
開
発

に
対
し
て
引
き
続
き
助
成
し
、「
カ
エ

デ
の
森
」、「
森
と
水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば

し
る
観
光
と
産
業
に
よ
る
雇
用
創
造
事

業
」等
の
構
想
に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

�
工
業
�
振
興

　

秩
父
み
ど
り
が
丘
工
業
団
地
の
分
譲
は

ほ
ぼ
完
了
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
更
な

る
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た

な
工
業
団
地
の
検
討
を
開
始
し
ま
す
。

�
林
業
�
振
興

　

市
営
林
の
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を

実
施
し
、
豊
か
で
健
全
な
森
林
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
水
源
涵
養
や
土
砂
流
出

防
止
な
ど
の
公
益
的
機
能
を
高
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
山
間
地
域
の
生
活
環

境
の
改
善
等
を
総
合
的
に
図
る
森
林
管

理
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
滝
地

区
大
達
原
線
開
設
工
事
を
は
じ
め
10
路

線
で
施
行
し
ま
す
。

�
農
業
�
振
興

　

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
と

し
て
、
赤
平
川
地
区
下
蒔
田
地
内
お
よ

び
吉
田
地
内
兎
田
・
暮
坪
地
区
の
ほ
場

整
備
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、遊
休
農
地
の
解
消
を
図
る
た
め
、

市
民
農
園
と
し
て
活
用
す
る
取
組
を
全

市
域
に
拡
大
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
荒
川

地
区
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、
元
気

な
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
活
用
し

て
、「
新
そ
ば
ま
つ
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
と

感
動
が
織
り
な
す

ま
ち
づ
く
り

５

龍勢祭のさらなる

魅力アップを図ります

環
境
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
く
り

６
地
域
経
済
の
発
展
に
よ
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

７

主 要 事 業【新：新規事業】

⑤ふれあいと感動が織りなすまちづくり

⑥環境を未来へつなぐまちづくり

⑦地域経済の発展による活力あるまちづくり

新　秩父芸術祭開催事業 3,537千円

新　市民プール運営委託事業 14,683千円

新　和銅遺跡1300年記念事業調査委託

 200千円

新　（仮称）こども遊園地設計委託

新　秩父市芸術文化会館事業 25,000千円

新　大滝公民館建設工事設計業務委託

新　 羊山人工芝テニスコート防風ネット設置工事

新　 文化体育センター第２アリーナ内照明等

改修工事

　　荒川中学生サミット開催事業 2,308千円

　　バイオマス研究事業 18,583千円

新　景観計画策定基礎調査業務委託 6,650千円

新　セメント跡地利用計画策定事業

新　 新山村振興農林漁業特別対策事業（大輪・

大血川・三峰地区） 81,214千円

新　広葉樹植栽整備事業委託 5,000千円

新　妙見の森公園整備事業

新　まちなか観光案内所設置工事



❻

①
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢

　

市
の
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速

に
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
と
地
方

の
事
務
や
財
源
の
見
直
し
に
よ
り
、
国

庫
補
助
金
が
廃
止
・
縮
減
さ
れ
、
そ
の

財
源
の
一
部
が
地
方
へ
税
源
移
譲
さ
れ

る
一
方
、
地
方
交
付
税
の
削
減
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体

の
改
革
」
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
面
で
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
レ
ベ
ル
で
は
景
気
回
復
の

兆
し
が
あ
る
と
い
う
も
の
の
、
地
域
経

済
は
未
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
税
収

の
急
速
な
回
復
は
期
待
で
き
ず
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
社
会
保
障
費
の

増
大
が
、
さ
ら
に
財
政
を
圧
迫
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
新
年
度

の
予
算
編
成
に
当
た
り
、
経
常
経
費
の

徹
底
的
な
見
直
し
を
図
り
、
ま
た
、
市

町
村
合
併
に
よ
る
経
費
削
減
効
果
を
生

か
し
、
歳
出
全
般
の
聖
域
な
き
見
直
し

を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
に
よ
り
生
ま
れ
た

財
源
を
、
秩
父
市
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
の
教
育
等
の
重
点
施
策
に
配
分
し
た

ほ
か
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
お
い
て
、

新
市
全
域
に
均
衡
の
と
れ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
で
き
る
よ
う
十
分
に
考
慮

し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
、
２
７
９
億
５
，
８
４

４
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度

と
の
単
純
比
較
で
は
、
８
・
０
％
の
減

少
で
す
が
、
昨
年
度
予
算
に
お
け
る
合

併
の
特
殊
な
要
素
を
控
除
し
た
実
質
額

で
の
比
較
で
は
、
３
・
４
％
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

②
歳
入
に
つ
い
て

　

企
業
業
績
の
回
復
基
調
を
反
映
し
、

法
人
市
民
税
が
増
収
と
な
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
市
税
収
入
は
わ
ず
か
に
増
額
と

な
る
見
込
み
で
す
。
国
庫
支
出
金
は
国

全
体
で
は
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
当
市

に
お
い
て
は
学
校
建
設
等
の
大
規
模
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

③
歳
出
に
つ
い
て

　

歳
出
面
で
は
、
秩
父
第
一
中
学
校
、

吉
田
中
学
校
の
改
築
な
ど
、
教
育
面
で

大
規
模
な
事
業
を
行
う
こ
と
か
ら
、
教

育
費
が
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
土
木
費
も
市
民
生
活
に
密
着
し

た
道
路
整
備
を
優
先
し
て
実
施
す
る
た

め
、
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
に
お
い
て
は
、
国
庫
補
助
金
や
、

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
合
併
特
例
事

業
を
最
大
限
に
活
用
し
、
よ
り
少
な
い

住
民
負
担
で
必
要
な
事
業
を
実
施
す
る

よ
う
創
意
工
夫
し
、
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
基
づ
い
て
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
概
要

「
環
境
重
視･

経
済
回
生
」

市
民
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
て

（対前年度比）

平
成
18
年
度

一般会計 279億5,844万３千円 （－8.0％）

特別会計 195億4,404万３千円（－14.0％）

企業会計 58億7,286万円　　 （＋9.6％）

総 額 533億7,534万６千円 （－8.7％）



❼

まち輝き　むら際だち　森と水のちからほとばしる
助けあい　温もりのまち　ちちぶ

27,958,443千円

平成18年度一般会計予算は
つ な未来に ぐ 癒 し よ さん

としました
平成18年度　秩父市予算

会 計 別 予 算 規 模 （単位：千円）
会　　　計　　　別 平成18年度予算額（A） 平成17年度予算額（B） 比較増減（A）－（B） 伸び率

一 般 会 計 27,958,443 30,374,140 △ 2,415,697 △ 8.0%
特 別 会 計 19,544,043 22,732,900 △ 3,188,857 △ 14.0%

内　
　
　
　
　

訳

国民健康保険（事業勘定） 7,063,852 7,707,853 △ 644,001 △ 8.4%
国民健康保険（診療施設勘定） 119,993 144,235 △ 24,242 △ 16.8%
老 人 保 健 6,214,732 6,947,972 △ 733,240 △ 10.6%
介 護 保 険 4,007,609 4,367,569 △ 359,960 △ 8.2%
簡 易 水 道 事 業 198,000 212,300 △ 14,300 △ 6.7%
下 水 道 事 業 1,342,298 1,368,742 △ 26,444 △ 1.9%
農 業 集 落 排 水 事 業 378,875 385,755 △ 6,880 △ 1.8%
戸別合併処理浄化槽事業 185,075 166,854 18,221 10.9%
公 設 地 方 卸 売 市 場 32,570 63,827 △ 31,257 △ 49.0%
駐 車 場 事 業 1,039 21,059 △ 20,020 △ 95.1%
市 営 競 輪 0 1,346,734 △ 1,346,734 △ 100.0%

公 営 企 業 会 計 5,872,860 5,360,152 512,708 9.6%
内
訳

水 道 事 業 3,171,790 2,595,685 576,105 22.2%
市 立 病 院 事 業 2,701,070 2,764,467 △ 63,397 △ 2.3%

合 計 53,375,346 58,467,192 △ 5,091,846 △ 8.7%

一 般 会 計 予 算 の 内 訳

279億5,844万3千円
歳入

市税
80億8,228万7千円
28.9％

地方交付税
63億4,000万円
22.7％

市債
36億6,010万円
13.1％

国庫支出金
22億6,551万1千円
8.1％

繰入金
13億3,043万4千円
4.8％

県支出金
12億4,708万4千円
4.5％ その他

50億3,302万7千円
17.9％

279億5,844万3千円
歳出

民生費
67億8,388万7千円
24.3％

教育費
47億8,927万4千円
17.1％

土木費
40億6,638万5千円
14.5％

総務費
33億8,986万1千円
12.1％

公債費
28億860万7千円
10.0％

衛生費
27億2,239万4千円
9.7％

消防費
13億9,069万4千円
5.0％

その他
20億734万1千円
7.3％

の
い   や



�
課
�
変
更

・ 

企
画
広
報
課
を
企
画
課
と
広
報
広
聴

課
に
分
割
し
、
広
報
広
聴
体
制
を
強

化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
広
聴

事
務
を
秘
書
課
か
ら
広
報
広
聴
課
に

移
し
ま
し
た
。

・ 

危
機
管
理
課
を
総
務
部
に
移
し
、
全

庁
的
な
危
機
管
理
体
制
を
整
え
ま
し

た
。

・ 

都
市
計
画
課
を
分
割
し
、
都
市
計
画

や
都
市
施
設
を
担
当
す
る
ま
ち
づ
く

り
課
と
、
公
園
の
整
備
・
維
持
管
理

を
担
当
す
る
公
園
課
に
し
ま
し
た
。

�
課
�
新
設

・ 

高
齢
者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
、
健
康
福
祉
部
内
に
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

※ 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
下
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

企
画
課

　

☎
22―

２
２
０
２
（
直
通
）

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
、

介
護
、
福
祉
、
健
康
、
医
療
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に

住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
け
る

よ
う
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会

福
祉
士
、
保
健
師
な
ど
が
中
心
に
な
っ

て
支
援
を
行
い
ま
す
。
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
介
護
予
防
�
�
�
�
�
�
�
�
業
務

　

次
に
掲
げ
る
人
が
自
立
し
た
日
常
生

活
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

・
要
支
援
１
、
２
と
認
定
さ
れ
た
人

・ 
支
援
や
介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ

が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
人

・
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
る
人

②
権
利
擁
護
業
務

・ 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
成
年
後
見
制

度
の
利
用
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

に
申
立
て
の
手
続
き
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

・ 

高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
・
把
握
に

努
め
、
緊
急
の
場
合
な
ど
必
要
に
応

じ
て
老
人
福
祉
施
設
等
へ
の
入
所
な

ど
、
他
の
機
関
と
連
携
し
て
高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
守
り
ま
す
。

③
総
合
相
談
支
援
業
務

　

介
護
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
以
外
に

も
、
健
康
や
福
祉
、
医
療
や
生
活
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
生
活
の
中
で
、
困
っ

て
い
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

④ 

包
括
的
�
継
続
的
�
�
�
�
�
�
�

�
支
援
業
務

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
直
接
支
援
す
る

ほ
か
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
円

滑
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
支
援
や
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

各
セ
ン
タ
ー
の
名
称
と
所
在
地
は
次

の
と
お
り
で
す
。

�
包
括
支
援
�
�
�
�

所
在
地　

熊
木
町
８―

15
（
秩
父
市
役

所
内
）
☎
22―

２
２
１
１

●
�
�
�
包
括
支
援
�
�
�
�

所
在
地　

永
田
町
４―

17
（
秩
父
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
22―

０
６
４
８

●
�
�
�
包
括
支
援
�
�
�
�

所
在
地　

下
吉
田
６
５
６
９―

１
（
吉

田
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
77―

１
１
１
２

●
�
�
�
包
括
支
援
�
�
�
�

所
在
地　

荒
川
日
野
70―

１
（
荒
川
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
54―

２
２
３
１

�

市
�
�
�
�
月
�
日
�
�
組
織
機
構
�
一
部
�
改
正
�
�
�
�
�

�

今
回
�
�
災
害
�
�
�
発
生
�
備
�
�
危
機
管
理
体
制
�
充
実
�
�
高
齢
者
�
生

活
�
総
合
的
�
支
援
�
�
�
�
�
包
括
支
援
�
�
�
�
�
設
置
�
�
�
市
民
�
�
�

身
近
�
課
題
�
的
確
�
対
応
�
�
�
組
織
�
改
正
�
�
主
�
内
容
�
次
�
�
�
�
�
�
�

広
報
広
聴
課

企
画
課

市
長
室

秘
書
課

総
務
課

総
務
部

危
機
管
理
課

工
事
検
査
課

人
事
課

情
報
政
策
課

地
域
整
備
部

ま
ち
づ
く
り
課

道
路
課

建
築
住
宅
課

管
理
用
地
課

ダ
ム
河
川
課

公
園
課

下
水
道
課

下
水
道
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
部

社
会
福
祉
課

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
荘

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
偕
楽
苑

こ
ど
も
課

高
齢
者
介
護
課

保
健
セ
ン
タ
ー

４月から

市
役
所
の
組
織
が

　
　

一
部
変
わ
り
ま
し
た

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
は
ど
ん
な
こ
と

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

ど
こ
に
あ
り
ま
す
か

介護予
防の

拠点となる

包括支援センター

が新設されました

❽



子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士

大
田
小
学
校
�
年
浅
香
貴
啓
�
�

　

浅
香
さ
ん
は
、
小
学
１
年
生
の
こ
ろ

か
ら
、
虫
の
観
察
や
化
石
の
研
究
を
続

け
、
４
年
生
の
時
は
、
新
種
の
貝
の
化

石
を
発
見
し
ま
し
た
。
今
回
、
こ
れ
ら

の
研
究
の
成
果
や
努
力
が
高
く
評
価
さ

研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
こ

う
し
た
研
究
や
自
然
保
護
活
動
へ
の
努

力
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
学
士
・
博
士
」
の
称
号
は
、

秩
父
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産
業
等
、

郷
土
に
関
す
る
調
査
、
研
究
を
複
数
年

に
わ
た
っ
て
実
践
的
、
実
証
的
に
進
め
、

そ
の
成
果
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
、
ま
た
は
自
分
が
こ
れ
ま

で
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
で
、

そ
の
努
力
や
成
果
が
特
に
顕
著
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
報
告
書
等
の

審
査
を
経
て
授
与
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
�
合
�
�　

教
育
研
究
所

　

☎
22―

２
４
４
６
（
直
通
）

子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士

尾
田
蒔
中
学
校
�
年
関
口
詩
歩
子
�
�

　

関
口
さ
ん
は
、
小
学
２
年
生
の
こ
ろ

か
ら
、
秩
父
の
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
の
保

護
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
魚
の
棲
息
環
境
の
変
化
や
そ
れ

に
伴
う
産
卵
時
期
の
変
化
等
に
つ
い
て

れ
た
も
の
で
す
。

大
田
小
学
校
�
年
新
井
彩
乃
�
�

　

新
井
さ
ん
は
、
小
学
１
年
生
の
こ
ろ

か
ら
、
や
じ
ろ
べ
え
や
し
ゃ
ぼ
ん
玉
な

ど
、
理
科
の
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
水
中
の
微
生
物
の
繁
殖
や
発

生
状
況
を
詳
し
く
調
べ
た
研
究
の
成
果

や
努
力
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　今秩父市では、皆さんがご存知のとおり少
子高齢化が進んでいます。秩父市少子高齢化・
人口減対策委員会の人口動態予測を見ると少
子化が急激に進むと報告されています。これ
によると10年後の15歳未満人口は約30％、20
年後にはなんと約50％も減少してしまうので
す。
　このような状況の中で､秩父市の将来は、
地域を背負っていく子どもたちの多様な能力
を高める人づくりにかかってきます。それに
は子どもたち個々の特性を生かした力を引き
出し、秩父を愛し、秩父に残り、次の時代の
秩父を背負ってくれる人間を育てる必要があ
ります。そこで合併によって生まれた財源は
教育の充実に重点的に投資し、学校教育の充
実を図るとともに、特色あふれた「秩父なら
ではの教育」を展開することにしました。
　こうして生まれたのが「秩父大好き人間」
を作る取組です。子どもたちのそれぞれの個
性を認めあうことから出発し、小さいうちか
ら秩父の豊かな自然、歴史､文化などの研究、
スポーツ・福祉活動などの実践において優れ
た成果を収めた子どもたちに対し、「ちちぶっ
子認定証」を授与することにしました。この
認定証は、個性と自信に溢れ、自己表現ので
きる子どもを育む「ピカ一」教育を推進する
ことで、子どもが中学卒業までに誰にでも、
いくつでも授与できるようにしたいと考えて
います。
　そして、さらに継続的な研究や実践を行い、
努力の成果が顕著であると認められた小学生
には「子どもちちぶ学士」、またそれ以上継
続して努力された中学生には「子どもちちぶ
博士」の称号を授与することにしました。
　先月、第１回目の授与式を行いました。化
石の研究と水中微生物の研究をした子どもち
ちぶ学士２人とイワナとヤマメの研究をした
子どもちちぶ博士１人が誕生しました。
　こうした研究や実践を通して､子どもたち
が郷土秩父に愛着を持つ「笑顔とあいさつ、
思いやりと感動、志高き、秩父大好き人間」
となり、将来の秩父を担ってくれることを期
待しています。

�

平
成
17
年
度
�
�
始
�
�
�
�
秩
父
大
好
�
人
間
育
成
事
業
�
�
一
環
�
�

�
��
子
�
�
�
�
�
学
士
�
�
�
�
�
子
�
�
�
�
�
博
士
�
�
称
号
授
与
式
�
�

�
月
10
日
�
行
�
�
�
�
�
�

�

今
回
�
�
�
�
�
称
号
�
授
与
�
�
�
児
童
生
徒
�
�
�
�
�
研
究
内
容
�
�

次
�
�
�
�
�
�
�

子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士

子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士

　
　
　

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

称号を授与された関口詩歩子さん（左）、

新井彩乃さん（中央左）、浅香貴啓さん（中央右）

❾



　

芝
桜
鑑
賞
に
お
出
で
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
、
秩
父
の
魅
力
を
広
く
感
じ
て
い
た

だ
き
、
ま
ち
な
か
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
今
年
も
様
々
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
「
芝
桜
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
ち
ち
ぶ

銘
仙
館
、
じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
、
秩
父
ま

つ
り
会
館
な
ど
で
下
表
の
と
お
り
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
芝
桜
の
丘
と
妙
見
の
森
公
園

（
秩
父
神
社
前
）
を
結
ぶ
、
ま
ち
な
か
巡
回

バ
ス
を
芝
桜
開
花
中
の
毎
日
運
行
し
ま
す
。

　

芝
桜
の
丘
の
概
要
、
交
通
渋
滞
対
策
、

ま
ち
な
か
で
の
催
し
な
ど
、
音
声
に
よ
る

案
内
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

芝
桜
の
開
花
時
期
に
は
、
吉
田
地
区
の

カ
イ
ド
ウ
や
ス
イ
セ
ン
、
大
滝
地
区
の
ツ

ツ
ジ
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
荒
川
地
区
の
し
だ

れ
桜
や
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
な
ど
も
美
し
く
咲

き
誇
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も
、
芝
桜
の
観
賞
に
あ

わ
せ
て
、
市
内
の
花
め
ぐ
り
や
ま
ち
な
か

散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ご家族でお出かけください

芝桜開花期間中の
イベント案内

ま
ち
な
か
巡
回
バ
ス
を

運
行
し
ま
す

芝
桜
総
合
ダ
イ
ア
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

芝
桜
総
合
�
�
�
�

�

☎
22―

�
�
�
�

市
内
の
花
め
ぐ
り

芝桜開花期のイベント一覧（予定）
事　　業 概　　　　　　　要 実施期間・会場 問い合わせ

まちなか巡回バス 芝桜の丘から妙見の森公園まで１日３台のバスを随時運
行します。

芝桜の丘第一駐車場～妙見
の森公園

芝桜まつり
実行委員会
（事務局：市役所観光
振興課☎25－5209）

芝桜まつり

①郷土芸能披露

②観光キャンペーン
③ステージイベント

④大型映像ビジョン

芝桜観賞にお出でいただいた観光客に秩父地域の魅力を広く
紹介し、秩父観光のリピーター育成を目的に開催します。
① 吉田：久長の獅子舞、大滝：三峰神代神楽、荒川：浅
間神社附属神楽などの披露
②秩父地域の観光キャンペーン
③ 地元コーラスグループによる「旅立ちの日に」合唱
　福祉団体による「秩父音頭」等、太鼓演奏
④ 秩父地域の魅力紹介、まちなかへの誘導のためのビジョ
ン放映

芝桜の丘特設ステージ

４月15日㈯・16日㈰

まちなか物産市 妙見の森公園（秩父神社前）で秩父路の特産品販売
妙見の森公園
４月15日㈯～30日㈰
土･日･祝日には福引抽選会あり

秩父商工会議所　
☎22－4411

東町屋台飾り置き
秩父屋台囃子実演
特別曳行

川瀬祭にしか見られない、東町屋台を特別公開
商店街ではワゴンセールなど

東町通り
４月15日㈯・16日㈰
11:00～　13:00～　15:00～

東町商店街振興組合
☎23－5291

ハーレー集合
（ドラゴンウエーブ）

バイク愛好者が集まるドラゴンウエーブ会の協力により
秩父神社境内に大型二輪車が集合

秩父神社境内
４月16日㈰

市役所商業振興課
☎25－5208

秩父銘仙　伝統の技
と作品展

育成講座等生徒作品展示、秩父銘仙デザイン原画展示、
秩父織物展示即売会など

ちちぶ銘仙館
４月８日㈯～５月７日㈰

ちちぶ銘仙館
☎22－4112

ちちぶ銘仙館まつり
伝統の技「ほぐし捺染」の実演、琴の演奏会、春うらら
銘仙茶会、繭の糸取見学・体験・繭のクラフト教室、染
め織り体験、型絵手描き染め体験など

ちちぶ銘仙館
４月29日㈯・30日㈰

現在の秩父銘仙展 現代の銘仙の特別展示即売 じばさんセンター1階物産館
４月８日㈯～５月７日㈰ じばさんセンター

☎25－0088
春の地場産まつり ほぐし捺染織物グループ「ほぐしっこ」による作品展示

販売と織物実演会
じばさんセンター1階物産館
５月３日㈬～５月５日㈮

秩父屋台囃子実演 秩父まつり会館入館者サービスとして秩父屋台の実演披
露

秩父まつり会館
４月９日㈰～５月９日㈫の
土・日・祝日

秩父まつり会館　
☎23－1110
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交
通
規
制
実
施
の
た
め
、
羊
山
公
園

内
駐
車
場
は
、
一
般
車
両
の
進
入
お
よ

び
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

期�

間　

４
月
15
日
㈯
〜
５
月
７
日
㈰

の
土
・
日
・
祝
日

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

交
通
規
制
実
施
の
際
は
、
羊
山
公
園

内
駐
車
場
の
使
用
が
で
き
な
い
た
め
臨

時
駐
車
場
を
設
け
ま
す
。
な
お
、
臨
時

駐
車
場
利
用
の
際
は
、
駐
車
整
理
料
を

い
た
だ
き
ま
す
。

　

駐
車
整
理
料

は
、
園
内
の
安

全
確
保
、
警
備

員
に
よ
る
交
通

整
理
、
駐
車
場

警
備
を
充
実
、

ま
た
交
通
規
制

実
施
日
の
バ
ス

運
行
（
パ
ー
ク

ア
ン
ド
バ
ス
ラ

イ
ド
）
等
の
運
営
費
用
に
充
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

臨
時
駐
車
場
設
置
予
定
場
所

・
秩
父
総
合
卸
売
公
設
市
場

・
秩
父
市
立
南
小
学
校

・
横
瀬
町
立
横
瀬
小
学
校

駐
車
整
理
料

　

乗
用
車
（
軽
含
む
） 

５
０
０
円　

　

バ
イ
ク　
　
　
　
　

 

２
０
０
円　

※ 
交
通
規
制
実
施
日
は
、
大
型
・
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
は
臨
時
駐
車
場
へ
駐
車
で

き
ま
せ
ん
。
駐
車
さ
れ
る
場
合
は
指

定
さ
れ
た
駐
車
場
へ
の
予
約（
許
可
）

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
秩
父
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
予
約
が
必
要
と
な
る
の
は
、
交
通

規
制
実
施
日
の
み
で
す
。
そ
れ
以
外

の
日
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
乗

用
車
（
軽
含
む
）、
バ
イ
ク
の
予
約

は
開
花
期
間
中
を
通
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。

　

交
通
規
制
実
施
日
以
外
の
日
は
、
羊

山
公
園
内
駐
車
場
は
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
左
記
の
期
間
は
駐
車
整

理
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

��

�　

４
月
１
日
㈯
〜
５
月
７
日
㈰

の
交
通
規
制
実
施
日

以
外

（
時
間
は
午
前
７
時

〜
午
後
５
時
の
予
定
）

※
花
の
開
花
状
況
に

　

よ
っ
て
変
更
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

駐
車
整
理
料　

　

大
型
バ
ス

　
　

３
，
０
０
０
円

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　

　
　

２
，
０
０
０
円

　

乗
用
車（
軽
含
む
）

　
　
　
　

５
０
０
円

　

バ
イ
ク　
　
　
　

　
　
　
　

２
０
０
円

※
�
�
�
�
�
�
駐

�

 

車
場
利
用
券
�
�

利
用
�
�
�
�
�
切
�
取
�
�
�
駐

車
場
係
員
�
渡
�
�
�
�
�
�
�

　

羊
山
公
園
内
交
通
規
制
の
実
施
日
に

あ
わ
せ
、
市
民
の
方
の
た
め
に
市
役
所

構
内
お
よ
び
庁
舎
北
側
職
員
駐
車
場
を

開
放
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。）

　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
羊
山
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

企
画
課

　

☎
22―

２
２
１
１
（
代
表
）

羊
山
公
園

来
園
の
際
の

駐
車
場
に
つ
い
て

交
通
規
制
時
の

臨
時
駐
車
場
に
つ
い
て

１

羊
山
公
園
の

駐
車
場
に
つ
い
て

２

市
役
所
駐
車
場
を

開
放
し
ま
す

３

11

平成18年

羊山公園内駐車場利用券

芝桜開花期間中　１回限り有効
自家用車（乗用車（軽含む）・二輪車）のみ

※満車の場合は、ご利用いただけないことがあります。
※ ４月15日～５月７日までの土･日･祝日（交通渋滞対策
実施日）は、公園内一般車両進入禁止のため、ご利用い
ただけません。

キ　

リ　

ト　

リ

キ　リ　ト　リ

▲駐車場利用券です。切り取ってご利用ください。

�
芝
桜
�
丘
�開
花
期
�

交
通
規
制
�
実
施
�
�
�



　

午
前
中
、

市
内
９
校
の

中
学
２
年
生

代
表
生
徒
56

人
と
、
さ
い

た
ま
市
、
熊

谷
市
、
所
沢

市
、
深
谷
市
、

寄
居
町
の
中

学
２
年
生
代
表
生
徒
20
人
、
引
率
教
諭

14
人
の
計
90
人
が
、
吉
田
地
区
に
あ
る

合
角
ダ
ム
の
視
察
を
行
い
、
洪
水
調
節

機
能
や
河
川
環
境
保
全
な
ど
、
ダ
ム
の

役
割
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

吉
田
元
気
村

に
移
動
し
、

バ
イ
オ
マ

ス
・
コ
ジ
ェ

ネ
シ
ス
テ
ム

や
バ
イ
オ
ト

イ
レ
な
ど
秩

父
市
の
環
境
に
対
す
る
取
組
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
や
ま
な
み
会
館
に
会

場
を
移
し
て
、
午
前
中
か
ら
の
参
加
者

の
ほ
か
、
吉
田
中
学
校
の
２
年
生
全
生

徒
、
国
・
県
の
関
係
機
関
や
環
境
団
体
、

市
議
会
議
員
、
教
育
委
員
な
ど
２
０
０

人
も
加
わ
り
、
講
演
や
活
動
報
告
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

講�
�

演

　

北
海
道
大
学
大
学
院
の
船
水
尚
行
教

授
と
日
本
ト
イ
レ
協
会
の
上 

幸
雄
理

事
長
が
、
豊
か
な
森
と
清
ら
か
な
水
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
自
身
の
体
験
な
ど

を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や

す
く
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

活

動

報

告

　

高
篠
中
学
校
と
市
外
５
校
の
代
表
生

徒
が
、
学
校
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動
や

自
然
観
察
な
ど
環
境
保
全
の
取
組
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
を
受
け
、
栗
原
市
長
は
、

「
参
加
し
た
皆
さ
ん
も
荒
川
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
同
じ
考
え
を

持
ち
、
７
０
０
万
県
民
が
、
山
や
川
の

大
切
さ
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
、
新
た

な
る
環
境
の
世
紀
へ
、
し
っ
か
り
と
、

こ
の
場
所
か
ら
踏
み
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

荒
川
�
�
�
�
宣
言
朗
読

　

吉
田
中
学
校
の
加
藤
大
智
さ
ん
が

「
荒
川
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
朗
読
し
、

上
下
流
の
地
域
で
お
互
い
に
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
と
し
て
、
多

く
の
人
た
ち
が
森
林
や
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
水
の
大
切
さ
に
関
心
を
持
ち
、
流

域
全
体
で
荒
川
の
水
と
源
流
森
林
環
境

を
守
る
取
組
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
し
て
、
私
た
ち
の
財
産
で
あ
る
荒
川

が
、
い
つ
ま
で
も
途
絶
え
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

問
�
合
�
�　

企
画
課

　

☎
22―

２
２
０
２
（
直
通
）

合
角
�
�
視
察

主催者としてあいさつをする
栗原市長

北海道大学大学院
船水尚行教授

日本トイレ協会
上　幸雄理事長

中学生による活動報告の様子

荒川サミット宣言を読み上げる
吉田中学校　加藤大智さん

�

�
月
17
日
�
吉
田
元
気
村
�
�
�
�
�
会
館
�
会
場
�
�
自
然
�

愛
�
�
心
�
環
境
保
全
�
意
識
�
�
�
�
�
�
�
�
荒
川
�
上
下
流

域
�
中
学
生
�
対
象
�
�
荒
川
中
学
生
�
�
�
�
�
�
開
催
�
�
�
�
�

環
境
を
考
え
る

荒
川
中
学
生
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た
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　源流の森からしみ出た一滴（ひとしずく）の水がやが

て集まり、そこから生まれた母なる川「荒川」。

　古来より私たちの暮らしに欠くことのできなかった森

と川。森が生み出す大気に私たちは安らぎを感じ、絶え

ることのない荒川の清流は私たちの暮らしに潤いを与え

てくれました。

　父なる森や母なる川も、時には私たちに試練を与える

こともありましたが、荒川の付け替えや近年のダム建設

等、先人の知恵と努力により流域は水害から守られ、荒

川をとおして豊かな水を得ることにより、大きな社会経

済の発展を遂げ、21世紀を迎えました。

　森林は、水循環や二酸化炭素の吸収などの環境面のみ

ならず災害防止につながる治山・治水機能、ダムは、下

流域の洪水被害の軽減や安定的水供給に大きな役割を果

たしています。

　しかし、現在源流の森は、急激な少子高齢化や人口減

少の波に洗われ、荒廃が進みつつあり、社会経済の発展

により豊かになった私たちの暮らしは、荒川の清流が失

われかねない水質の悪化を招きました。

　私たちは森や水の恵みに感謝し、それぞれの地域がさ

らに下流の地域にきれいな水を流す努力をし、森林やダ

ムが果たす様々な役割をもう一度見つめ、上流域の環境、

荒川流域全体の「水」をも守っていかなければなりません。

　私たちは、荒川の水を通じ上流から下流まで様々な形

で、多くの人々が関わっていることに思いをはせたいと

思います。

　上流の人々は下流の人々のことを、下流の人々は上流

の人々のことを、今こそ流域が一体となって荒川の水と

源流の森林について考えていかなければなりません。

　私たちは、下流経済ゾーンと上流自然ゾーンの人々が

お互いを理解し、森と水の恵みを後世の人々も享受でき

るよう次のとおり宣言します。

一.  荒川のもたらす水と源流森林の恵みに感謝し、地域・

世代を越えてこれらを守り、未来へ残します。

一.  自然に恵まれた水と緑を守るための共通理解を深め、

上下流の循環型社会をつくるために努めます。

一.  荒川の水と源流の森林を守るため、緑と水が織りな

す豊かな環境の仕組みづくりを考えます。

選
挙
権
の
あ
る
方

　

日
本
国
籍
を
有
し
昭
和
61
年
４
月
24

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
今
年
の
１

月
15
日
ま
で
に
秩
父
市
に
住
民
登
録
を

し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

　

な
お
、
入
場
券
が
届
い
て
も
、
選
挙

期
日
（
投
票
日
）
ま
で
に
秩
父
市
か
ら

転
出
し
た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

市
内
異
動
者
の
投
票

　

４
月
１
日
以
降
、
市
内
異
動
の
届
出

を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票　

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
投
票
区
以
外
に
お
出
か
け
の
場
合

は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

��

�　

４
月
17
日
㈪
〜
22
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

�
�
�　

秩
父
市
役
所
４
階
会
議
室
、

吉
田
総
合
支
所
、
大
滝
総
合
支
所
、
荒

川
総
合
支
所

※ 

住
民
登
録
地
の
市
役
所
ま
た
は
総
合

支
所
で
、
入
場
券
を
持
参
の
う
え
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
の
配
布

　

朝
日・埼
玉・産
経・東
京・日
経・毎
日・

読
売
の
朝
刊
に
折
り
込
み
、配
布
し
ま
す
。

　

前
記
以
外
の
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い

る
方
、
未
購
読
の
方
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
・
各

総
合
支
所
・
各
公
民
館
に
て
配
布
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

配
布
予
定
は
、
４
月
19
日
㈬
で
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
22―

８
２
０
０
（
直
通
）

　

☎
22―

２
２
１
１

　
　

内
線
１
３
０
０
・
１
３
０
１

選挙くん

秩
父
市
議
会

議
員
選
挙
の

投
票
日
は

４
月
23
日
㈰
で
す

荒川サミット宣言
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受  

賞

　

次
の
方
々
は
、
２
月
14
日
、
埼
玉
県

県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平

成
17
年
度
埼
玉
県
統
計
功
労
者
表
彰
式

に
お
い
て
、
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

両
氏
と
も
、
調
査
の
迅
速
か
つ
正
確

さ
、
調
査
対
象
者
へ
の
対
応
な
ど
、
統

計
の
重
要
性
を
理
解
し
調
査
の
円
滑
を

図
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

浅
賀
信
子
氏
（
中
町
）
は
、
昭
和
61

年
以
来
46
回
に
わ
た
り
、
指
導
員
お
よ

び
調
査
員
と
し
て
、
国
勢
調
査
や
工
業

統
計
調
査
な
ど
の
各
種
統
計
調
査
に
従

事
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
原
文
氏
（
滝
の
上
町
）
は
、
昭

和
61
年
以
来
35
回
に
わ
た
り
、
指
導
員

お
よ
び
調
査
員
と
し
て
、
商
業
統
計
調

査
や
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
な
ど
の

各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
表
彰

浅賀　信子 氏
（中　町）

　次の方々から、社会福祉のために寄附
をいただきました。温かな善意に感謝し、
ご紹介します。

（平成18年２月）

▼22日、須藤行雄さん（上町）から紙
おむつ220枚 ▼23日、吉﨑粂男さん（熊
木町）から１万円

ご寄附ありがとうございました

萩原　文 氏
（滝の上町）

コミュニティ助成事業で
神楽用衣装等の購入と
笠鉾の修繕等を行いました

　財団法人自治総合センターが実施している平成17年度宝く
じ助成を受けて、吉田井上の井上神楽保存会（写真右）では
神楽用衣装等を購入しました。
　また、荒川白久の三峰笠鉾保存会（写真左）では地域の祭
りに欠かせない笠鉾の車輪の修繕と屋台幕を購入しました。
　この事業は、地域のコミュニティの健全な発展を図るため、
宝くじの売上金の一部を原資として、コミュニティで行われ
る各種の活動を支援するためのものです。

　

漂
泊
の
詩
人
と
う
た
わ
れ
た
故
若
山

牧
水
は
、
秩
父
を
何
度
も
訪
れ
、
数
多

く
の
傑
作
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

記
念
し
て
設
置
さ
れ
た「
牧
水
の
滝
」

に
は
、
銘
仙
産
業
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ

の
情
景
を
う
た
っ
た
歌
碑
が
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。
同
じ
く
歌
人
で
妻
で
あ
る

喜
志
子
の
歌
碑
が
、
県
立
秩
父
養
護
学

校
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
併

設
を
希
望
す
る
多
く
の
市
民
の
方
の
要

望
も
あ
り
、
こ
の
た
び
園
内
に
移
設
し

ま
し
た
。

　

両
歌
碑
は
、幾
多
の
経
緯
を
経
て「
牧

水
の
滝
」
で
め
ぐ
り
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
記
念
式

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

��

�　

４
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分

（
雨
天
決
行
）

�
�
�　

羊
山
公
園
牧
水
の
滝

問
�
合
�
�　

観
光
振
興
課
・
歴
史
文
化
伝

承
館　

☎
22―

２
２
１
１

羊
山
公
園
牧
水
�
滝

歌
碑
併
設
記
念
式
�

開
催
�
�
�
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平
成
17
年
度
中
�
犯
罪
情
勢

　

昨
年
中
の
秩
父
警
察
署
管
内
に
お
け

る
刑
法
犯
認
知
件
数
は
１
，
１
１
３
件

で
前
年
に
比
べ
て
25
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
金
融
機
関
を
対
象

と
し
た
強
盗
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し

た
ほ
か
、
空
き
巣
を
は
じ
め
事
務
所
や

店
舗
、
別
荘
な
ど
の
侵
入
窃
盗
被
害
が

２
０
０
件
、
大
型
ス
ー
パ
ー
や
日
帰
り

温
泉
駐
車
場
な
ど
で
の
車
上
狙
い
被
害

が
１
６
５
件
発
生
す
る
な
ど
、
依
然
と

し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

�
街
頭
犯
罪
�
侵
入
犯
罪
対
策
本
部
�

�
設
置

　

秩
父
警
察
署
で
は
、
多
発
傾
向
に
あ

る
侵
入
窃
盗
や
車
上
狙
い
を
中
心
と
し

た
街
頭
犯
罪
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、

２
月
１
日
、
対
策
本
部
を
設
置
し
、
自

治
体
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し

た
防
犯
活
動
と
併
せ
て
、
専
従
体
制
に

よ
る
検
挙
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
話
で
の
振
り
込
め
詐
欺
や
は
が
き

に
よ
る
架
空
請
求
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

最
近
�
手
口
�

�
振
�
込
�
詐
欺
�

　
「
○
○
教
育
委
員
会
の
○
○
で
す
。

お
宅
の
○
○
が
教
え
子
を
殴
っ
て
し

ま
っ
た
。」
な
ど

�
携
帯
電
話
�
�
�
�
架
空
料
金
請
求
�

　
「
有
料
サ
イ
ト
に
登
録
さ
れ
た
。
○

○
日
ま
で
に
料
金
を
支
払
わ
な
い
と
加

算
さ
れ
て
大
変
な
こ
と
に
な
る
。」
な
ど

�
�
�
�
等
�
�
�
架
空
請
求
�

　
「
民
事
裁
判
通
知
書｣

や｢

債
権
譲
受

通
知
書
・
支
払
督
促
通
知
書｣

と
い
っ

た
は
が
き
な
ど
を
送
り
つ
け
、
現
金
を

郵
送
さ
せ
る
な
ど

被
害
�
遭
�
�
�
�
�
�

　

最
近
の
振
り
込
め
詐
欺
は
、
弁
護
士

や
会
社
の
上
司
を
装
っ
た
り
、
複
数
の

人
間
が
交
互
に
対
応
す
る
な
ど
、
ま
す

ま
す
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

● 

電
話
で
の
振
り
込
め
詐
欺
は
、
あ
わ

て
ず
冷
静
に
内
容
を
確
認
し
、
自
分

だ
け
で
判
断
せ
ず
、
家
族
に
再
確
認

す
る
か
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
、
利
用
し

て
い
な
け
れ
ば
、
支
払
う
義
務
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。
記
載
さ
れ
て
い
る

連
絡
先
に
自
分
か
ら
連
絡
し
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
24―

０
１
１
０

街
頭
犯
罪
・

侵
入
犯
罪
対
策
を

強
化
し
ま
し
た

振
り
込
め
詐
欺
多
発
！

�
振
�
込
�
前
�
確
認
�
�

秩
父
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

車上狙い発生状況
（Ｈ17年）

秩父市
96皆野町

40

横瀬町
16

長瀞町
13

秩父市
124

皆野町
37

横瀬町
19

長瀞町
20

侵入窃盗発生状況
（Ｈ17年）

平成17年中の
刑法犯罪認知件数

1113

1484

H17年 H16年

　秩父市をＰＲしていただくため、市では、名刺台紙を作成し販売しています。
　秩父市の持つ多くの魅力の中から今回は、羊山公園「芝桜の丘」、清雲寺
の枝垂桜、吉田の龍勢、中津峡の紅葉、秩父夜祭を名刺台紙の絵柄としました。
　１組は、100枚入りで、５種類の絵柄が20枚ずつ入っています。
　ぜひ、ご利用ください。
販売場所　市役所１階　総合窓口
　　　　　各総合支所　総務課
販売価格　１組　300円

秩父市ＰＲ用名刺台紙好評発売中

あなたも使ってみませんか
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新
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
よ

り
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま

で
の
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
介
護
保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�
表
�
�

　

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て

65
歳
以
上
の
方
で
、
平
成
17
年
度
の
税

制
改
正
に
伴
い
新
た
に
市
民
税
が
課
税
さ

れ
た
、
ま
た
は
、
課
税
さ
れ
る
世
帯
に
属

す
る
方
（
既
に
課
税
者
が
い
た
場
合
は
対

象
外
で
す
。）
を
激
変
緩
和
措
置
対
象
者

と
し
て
、
18
年
度
の
介
護
保
険
料
は
次
の

よ
う
に
引
き
下
げ
に
な
り
ま
す
。�
表
�
�

　

介
護
保
険
は
、
半
分
は
国
・
県
・
市

の
公
費
か
ら
、
残
り
の
半
分
は
40
歳
以

上
の
方
の
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
料
は
、
制
度
運
営
の
た

め
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

� 

40
歳
以
上
65
歳
未
満
�
方
�
第
�
号

被
保
険
者
�

  

国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
等

の
医
療
保
険
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
算
定
方

法
に
よ
り
納
め
ま
す
。

�
65
歳
以
上
�
方�
第
�
号
被
保
険
者
�

  

65
歳
の
誕
生
日
か
ら
市
に
直
接
納
め

ま
す
。
普
通
徴
収
の
方
（
納
付
書
で
納

め
る
方
）
は
７
月
に
、
特
別
徴
収
で
納

め
る
方（
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
方
）

�

介
護
保
険
制
度
�
�
��
年
�
�
�
�
介
護
保
険
事
業
計
画
�
�
策
定
�
�
�

介
護
�
�
�
�
�
見
込
�
量
�
�
�
�
�
確
保
�
方
法
�
�
�
具
体
的
�

計
画
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

年
�
介
護
�
�
�
�
�
利
用
�
�
方
�
増
加
�
�
介
護
保
険
�
給
付
費

�
大
幅
�
増
加
�
�
�
�
�
�

�

新
�
�
事
業
計
画
�
�
�
高
齢
者
�
住
�
慣
�
�
地
域
�
自
立
�
�
生

活
�
送
�
�
�
�
重
要
�
�
�
�
介
護
�
必
要
�
�
�
�
�
�
�
�
状
態

�
悪
�
�
�
�
�
�
生
活
�
�
�
事
業
�
�
�
�
介
護
予
防
事
業
�
新
�

�
盛
�
込
�
�
�
�
�
�

平
成
18
年
度
�
�

介
護
保
険
料
�

変
�
�
�
�

介
護
保
険
料
�

激
変
緩
和
措
置

�
�
�
�
�

対
象
者
�

�

保
険
料
�
引
�
下
�
�

行
�
�
�
�

介
護
保
険
制
度
�
財
源
構
成

介護保険の財源内訳

国の負担金
25％

県の負担金
12.5％

市の負担金
12.5％

第２号
被保険者
（40歳以上
　65歳未満の方）

31％

第１号被保険者
（65歳以上の方）
19％

保険料
50％

公費
50％

保
険
料
�
納
�
方

は
９
月
に
通
知
し
ま
す
。
納
期
限
ま
で

に
忘
れ
ず
に
納
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

市
指
定
の
金
融
機
関･

市
役
所
高
齢

者
介
護
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
の
窓
口
に
、
納
付
書
・
預
金
通
帳
・

通
帳
の
届
出
印
を
持
参
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

  

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
、
介
護
保
険
料
の
窓
口
納
付
が

困
難
な
方
を
対
象
に
、
ご
自
宅
ま
で
伺

い
介
護
保
険
料
を
徴
収
し
ま
す
。

保
険
料
�
納
付
�

口
座
振
替
�
便
利
�
�

介
護
保
険
料
訪
問
徴
収

�
実
施
�
�
�

17年度まで 段階 対  象  者 保険料率 保険料額

第１段階 新第１段階 生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯全
員が住民税非課税 基準額×0.5 19,200円

第２段階
新第２段階 本人および世帯全員が住民税非課税であり、本人の

合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方 基準額×0.5 19,200円

新第３段階 本人および世帯全員が住民税非課税であり、新第２
段階以外の方 基準額×0.75 28,800円

第３段階 新第４段階 本人が住民税非課税で世帯内に住民税課税者あり 基準額×1 38,400円

第４段階 新第５段階 本人が住民税課税で年間所得が200万円未満 基準額×1.25 48,000円

第５段階 新第６段階 本人が住民税課税で年間所得が200万円以上 基準額×1.5 57,600円

表１　平成18年度～平成20年度までの介護保険料

表２　平成18年度激変緩和措置対象者介護保険料

区　　分 保険料率 保険料額
新第４段階（本来の段階） 基準額×1 38,400円
新第４段階のうち新第１段階からの段階変更者 基準額×0.66 25,300円
新第４段階のうち新第２段階からの段階変更者 基準額×0.66 25,300円
新第４段階のうち新第３段階からの段階変更者 基準額×0.83 31,800円
新第５段階（本来の段階） 基準額×1.25 48,000円
新第５段階のうち新第１段階からの段階変更者 基準額×0.75 28,800円
新第５段階のうち新第２段階からの段階変更者 基準額×0.75 28,800円
新第５段階のうち新第３段階からの段階変更者 基準額×0.91 34,900円
新第５段階のうち新第４段階からの段階変更者 基準額×1.08 41,400円

※一人ひとりの保険料額は前年の所得によって６段階に分かれます。
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介
護
保
険
給
付
対
象
と
な
る
住
宅
改

修
を
行
う
場
合
は
事
前
申
請
が
必
要
で

す
。
要
介
護
者
や
そ
の
家
族
等
か
ら
、

自
宅
に
手
す
り
を
取
り
付
け
る
等
の
住

宅
改
修
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず

事
前
に
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
介

護
支
援
専
門
員
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

事
前
申
請
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
記
載
す
る
「
住
宅
改
修
が
必
要
な
理

由
書
」 

お
よ
び
「
工
事
見
積
書
」「
工

事
前
の
写
真
」
等
を
添
付
し
て
申
請
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
工
事
前
・

後
の
写
真
（
日
付
入
り
）
は
必
ず
同
じ

角
度
で
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

　

工
事
完
了
後
の
請
求
は
、「
工
事
前
・

後
の
写
真
（
日
付
入
り
）」、「
工
事
内

訳
書
」、「
領
収
書
」
を
添
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
給
付
対
象
と
な
る

住
宅
改
修
に
は
、
定
め
ら
れ
た
種
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
高
齢
者
介

護
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�

　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
25―

５
２
０
５
（
直
通
）

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

住
宅
改
修
�
行
�

業
者
�
方
�

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
久
那
集

落
排
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
供
用
を
開
始

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
管
路
施
設
整
備
済
み

区
域
に
つ
い
て
は
、
宅
内
の
排
水
設
備

が
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、
宅
内
工
事

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
宅
内
排
水
設
備
に
つ
い
て
は
、

「
秩
父
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
」
で
な
け
れ
ば
工
事
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
久
那
地
区
農
業
集
落
排
水
事

業
（
中
久
那
、
巴
川
地
区
の
一
部
）
の

完
了
は
、
平
成
18
年
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
管
路
工
事
等
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

久
那
地
区
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
、

平
成
18
年
４
月
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
、

市
町
村
合
併
に
よ
り
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
た
使
用
料
金
を
、
下
表
の
と

お
り
全
地
区
統
一
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
が
替
わ
り
、
世
帯
人
数

に
変
動
が
あ
り
ま
し
た
ら
「
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
使
用
料
人
数
変
動
届
」

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

農
業
振
興
課

　

☎
25―

５
２
１
０
（
直
通
）

　

吉
田
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

☎
72―

６
０
８
３
（
直
通
）

農
業
集
落
排
水
の
お
知
ら
せ

久
那
地
区

   

農
業
集
落
排
水
�

供
用
開
始
�
�
�
�
�

使
用
料
金
改
定
�
�
知
�
�

施設の名称 区分
基本料金

（１世帯当
たり月額）

人数割料金
（１人当た

り月額)

割増料金
（月額）

● 太田上集落排水
処理センター

● 久那集落排水処
理センター

● 小川戸・塚越農
業集落排水施設

● 明ヶ平・小川農
業集落排水施設

● 女形農業集落排
水施設

● 和田農業集落排
水施設

一般家庭 2,000円 400円

飲食製造業、
医療機関、民
宿、理容業等

3,000円 400円
従業員数を10で除して得た数
（小数点以下第１位を切り上げ）
に1,000円を乗じて得た額

事業所等 2,000円 400円
従業員数を10で除して得た数
（小数点以下第１位を切り上げ）
に1,000円を乗じて得た額

元気村 30,000円
従業員数を10で除して得た数
（小数点以下第１位を切り上げ）
に1,000円を乗じて得た額

公共施設等 2,000円

農業集落排水使用料金

平日夜間窓口 日曜日窓口 休日窓口

４月13日・27日
５月11日 ４月30日 ４月30日を除く土・日・祝

17時15分
～19時15分

（※）８時30分
～17時15分

（※）８時30分～
17時15分

市民課、保険年金課、
こども課、収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
② 戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明、所得課税証明など税証明
の発行

③転入、転出届等の業務
④納税と納税相談の受付

……などの業務

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、印鑑
証明や所得課税証明
など税証明の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※ 上記の業務以外は行
いません。

舎庁本の月４ ５・
日 月 火 水 木 金 土

4/10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 5/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

※ 日曜日窓口・休日窓口の正午～午後２時は、大変混雑します。手続

きに時間がかかる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

　 なお、他の時間帯は、円滑に発行・対応できますので、ご協力をお

願いします。
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秩父市融資制度のお知らせ
【中小企業者向け融資制度】

地域活性化に貢献する企業向け 『秩父ハイパワー運転資金』
 『秩父ハイパワー設備資金』

新　規

対 　 　 象　　 本社が市内にあって、店舗、工場等を置く中小企業者で市税を完納している方（創業へのチャレン
ジ支援もあります。）

融資限度額　　2,000万円以内
資 金 使 途　　秩父ハイパワー運転資金（５年以内）　→　商品仕入や外注費支払い等に必要な資金
　　　　　　　秩父ハイパワー設備資金（７年以内）　→　機械設備の購入等に必要な資金
　　　　　　　※ただし、借入金の返済、税金の支払いは対象外となります。
利 　 　 率　　長期プライムレートと同率で固定融資、しかも１％を市が予算の範囲内で補助します。
　　　　　　　参　考（実質のご負担）　長期プライムレート　2.10％（平成18年３月10日現在）－1.00％＝1.10％
取扱金融機関　　商工中金　熊谷支店
問い合わせ　　商工中金　熊谷支店　☎０４８－５２５－３７５１　　市役所商業振興課　☎２５－５２０８（直通）

継　続 　事業資金に無担保でご利用いただける「小口金融制度」、無担保・無保証人でご利用いただける「特
別小口金融制度」、商店街団体や個店の店舗改装工事等にご利用いただける「商店街施設改善資金貸付
制度」があります。

名　　　称 利用できる方 貸付限度額 利率 貸付期間償還方法 担保 保　証　人 信用保証 申込期日

小口金融制度

①中小企業者で信用保証対象業種を営む方
②市内に事業所を有する方
③ 継続して１年以上市内に居住（法人の場合は本
社）し、同一事業を営んでいる方
④市税を完納している方
⑤ 許認可が必要な業種では有効な許可、登録等を
受けている方 1,000万円 年

1.75％

運転５年以内
（据置６か月以内）
月賦償還

設備７年以内
（据置12か月以内）
月賦償還

不要

原則として
１人以上

埼玉県信
用保証協
会の保証
を付す

毎月
10日

特　　　　別
小口金融制度

上記①～⑤に加えて
① 常時使用する従業員が20人（商業、サービス業
は５人）以下
② 市県民税の所得割（法人の場合は法人税割）が
ある方

不　要

商　 店　 街
施設改善資金
貸 付 制 度

◆商店街団体
①商店街振興組合
②事業協同組合で商店街を形成しているもの
③商店会等で、市長が特に認めたもの
◆個　　　店
①常時使用する従業員
　小　売　業 　50人以下
　サービス業　100人以下（資本金5,000万円以下）
　卸　売　業　100人以下（資本金１億円以下）
② 秩父市商店連盟連合会に加盟する商店会等に加
盟している方
③市税を完納している方
④市内に店舗を有して２年以上営業している方

商店街団体
3,000万円

個　　店
1,000万円

年
1.75％

10年以内
（据置12か月以内）
元利均等償還

不要

◆商店街団体
・ 役員が連帯
保証

◆個　　　店
・１人以上

不　要 随時

【勤労者向け融資制度】

　勤労者の方で、市内に居住するための住居を新築、増改築、購入、または宅地を取得する際に、お使いいただけ
る住宅資金の貸付制度があります。
　４月からは、「修繕」に必要な資金でもご利用いただけます。㊟建物に附帯する部分の修繕のみ
　さらに、無担保融資制度も新設し、今まで以上に利用しやすくなりました。
◎ 住宅貸付制度の内容

秩父市産業労働者住宅資金貸付制度がさらに充実！一部改正

融資総枠５億円の
㊕融資実施

名　　　称 資金支途 申込要件 担保の有無 融資限度額 貸付期間償還方法 貸付利率 保証人

産業労働者
住宅資金貸付制度

市内に居住するため
の住居を新築、増改
築、購入、修繕およ
び宅地の取得資金

①事業所に引き続き２年以上勤務する方
②年齢が満20歳以上51歳未満の方
③市税を完納している方
④資金の返済能力を有する方

有 1,000万円 25年以内 変　動
年1.765％ 埼玉県労働者

信用基金協会
の保証を付す無 500万円 15年以内 変　動

年2.615％

（お願い） ・融資利率は、平成18年１月１日現在のものです。
 ・融資利率は、改定されている場合がありますので、申込み前にご確認をお願いします。
問い合わせ　工業振興課　☎２２－３４２８（直通）

（お願い） ・融資利率は、平成18年３月１日現在のものです。
 ・融資利率は、改定されている場合がありますので、申込み前にご確認をお願いします。
～お知らせ～　平成17年度をもちまして「秩父市小規模企業年末対策資金」制度は廃止しました。
問い合わせ　商業振興課　☎２５－５２０８（直通）
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�
�
�
�
�
予
定
�

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

★
ダ
ン
ボ
ー
ル
タ
ワ
ー
運
び
！

★
空
き
缶
カ
ー
リ
ン
グ

★
福
引
き
大
会

　

市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
第
２
２
２
回
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

の
福
引
き
大
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

��

�　

４
月
15
日
㈯
午
後
７
時
〜

�
�
�　

き
の
じ
や
向
い　

福
引
会
場

※
お
１
人
様
１
回
限
り

※
先
着
１
，
０
０
０
名
様
限
り

　
　
　
　

 
青
少
年
非
行
防
止

�
�
�
�
�
�
実
施
中
�

花
�
�
�
�
運
動
実
施
中
� 

　

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
最
新
情
報
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.bazarland.co.jp/710/

ま
ち
な
か
物
産
展

��

��

４
月
15
日
㈯
〜
30
日
㈰

�
�
�　

妙
見
の
森
公
園
広
場

（
消
防
署
跡
地
）

内�

容

�
秩
父
地
域
�
物
産
展

（
特
産
品
の
販
売
）

・ 

期
間
中
の
土
・
日
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
お
よ
び
郷
土
芸
能
や
芝
桜
会

場
等
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
お

持
ち
い
た
だ
い
た
方
対
象
の
福
引
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

主�

催　

秩
父
市
商
店
連
盟
連
合
会

　
　
　
　

芝
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　

秩
父
商
工
会
議
所

　

あ
な
た
も
運
を
つ
か
も
う
！

「
ど
こ
い
く
べ
ぇ　

開
運
巡
り
」　

��

�　

４
月
15
日
㈯
〜
30
日
㈰

�
�
�　

妙
見
の
森
公
園
広
場

内�

容　

散
策
サ
イ
ン
を
回
っ
て
参
加

者
全
員
に
特
製
お
み
く
じ
付
き
開
運

グ
ッ
ズ
他
素
敵
な
賞
品
が
当
た
り
ま

す
！

主�

催　

秩
父
商
工
会
議
所

　
　
　
　

Ｔ
Ｍ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
ち
ち
ぶ

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

済
あ
そ
び
に
お
い
で
よ

第
２
２
２
回

　

み
や
の
か
わ

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

４
月
15
日
㈯
午
後
７
時
�

　

水
道
部
で
は
、
供
給
し
て
い
る
水
道

水
が
水
道
法
の
水
質
基
準
に
適
合
し
安

全
で
良
質
の
水
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
の
指
針
と
し
て
、�
平

成
18
年
度
水
質
検
査
計
画
�
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
水
質
検
査
の
適
正
化

や
透
明
性
を
図
る
た
め
に
水
道
法
施
行

規
則
に
基
づ
き
、「
水
道
事
業
者
は
毎

事
業
年
度
開
始
前
に
水
質
検
査
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
水
質
検
査
項
目
、
採
水

の
場
所
、
年
間
検
査
の
頻
度
な
ど
を
示

し
た
も
の
で
す
。

　

公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、
水
道
部
浄
水
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
秩
父
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

秩
父
市
�
�
�
�
�
�

h
ttp

:/
/

w
w

w
.c

ity
.c

h
ic

h
ib

u
.lg

.jp

問
�
合
�
�　

　

水
道
部
浄
水
セ
ン
タ
ー

　

☎
23―

６
１
９
７

「
平
成
18
年
度

水
質
検
査
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た

秩
父
市
水
道
事
業

平成18年2月分 公共工事の発注状況を公表します
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

（競争入札）
契約
日

完成
予定日

工　　事　　名 工事場所
予定価格

（税込/円）
契約金額

（税込/円）
落札率
（％）

契約業者
工事担当課
☎

13日 ３月24日 花ノ木小学校第一校舎防水改修工事 花ノ木小学校 8,463,000 7,087,500 83.75 ㈲飯野工業 建築住宅課
２５－５２１４

16日 ３月24日 議場改修工事 市役所本庁舎他 19,530,000 18,795,000 96.24 ㈱高橋組 建築住宅課
２５－５２１４

16日 ３月31日 吉田幹線１号線桜井橋橋梁整備工事（下部工） 秩父市下吉田地内 32,550,000 31,710,000 97.42 ㈱山口組 吉田総合支所地域整備課
７２－６０８４

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）
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新
規
�
場
合

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
養
し
て
い

る
方
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
、
鑑
札
と
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

費�

用　

一
頭
に
つ
き
６
，
３
０
０
円

（
内
訳
：
登
録
手
数
料
３
，
０
０
０
円
、

注
射
料
２
，
７
５
０
円
・
注
射
済
票
交

付
手
数
料
５
５
０
円
）

継
続
�
場
合

費�

用　

一
頭
に
つ
き
３
，
３
０
０
円

（
内
訳
：
注
射
料
２
，
７
５
０
円
・
注

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

※ 

当
日
は
、
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

○ 

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
第
２
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
犬
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○ 

犬
の
死
亡
、
飼
い
主
の
住
所
変
更
等

は
、生
活
衛
生
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○ 

犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
、
近
所
の
迷
惑
と
な
ら

な
い
よ
う
飼
養
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

会
場
で
は
、
飼
養
放
棄
す
る
犬
の

引
き
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
引
き
取

り
を
希
望
す
る
場
合
は
秩
父
保
健
所

（
☎
22―

３
８
２
４
）
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�

　

生
活
衛
生
課

　

☎
25―

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
５
（
直
通
）

平成18年度犬の登録と狂犬病予防注射日程・会場一覧（雨天決行）
○秩父市役所（本庁）
月　日 曜日 会　　場 時　間

 ４月17日 月 浦 山 公 民 館 10:30～11:30
久 那 公 民 館 13:00～14:30

 ４月20日 木 影 森 公 民 館 10:00～12:00
旭 町 公 会 堂 13:30～15:00

 ４月26日 水

大 田 公 民 館 10:00～11:30
小柱農村集落センター 13:00～14:00
下黒谷運動広場駐車場
（㈱西武リースの裏） 15:00～16:00

 ４月28日 金 尾 田 蒔 公 民 館 10:00～11:30
中 蒔 田 椋 神 社 13:00～14:30

 ５月９日 火 高 篠 公 民 館 10:00～12:00
高 篠 恒 持 神 社 13:30～15:00

 ５月11日 木 中宮地町公会堂 10:00～11:30
中村町ちびっこ広場 13:00～14:30

５月16日 火
宮 崎 公 会 堂 10:00～11:30
原谷グラウンド
（文化体育センターとなり） 13:00～15:00

 ５月18日 木 秩父保健センター 10:00～12:00
秩 父 公 園 13:30～15:30

月　日 曜日 会　　場 時　間

５月17日
(第１班) 水

吉田和平様宅横 10:00～10:20
山中　保様宅上 10:40～10:50
大輪コミュニティセンター 11:00～11:10
神岡消防器具庫前 11:20～11:30
大 滝 総 合 支 所 11:40～11:55
山中秀人様宅前 13:00～13:10
礒田善代様宅前 13:15～13:25
小双里健康元気プラザ 13:30～13:40
山口喜三様宅入口 14:00～14:10
中津川消防器具庫前 14:20～14:40
㈱ニッチツ社宅前 15:00～15:10

○大滝総合支所

○大滝総合支所
月　日 曜日 会　　場 時　間

５月17日
（第２班） 水

大久保区集会場 10:30～10:40
県営二瀬駐車場 10:50～11:00
柳田位子様宅前 11:20～11:30
大木消防器具庫前 11:40～11:50
大 島 屋 前 12:00～12:10
麻生区集会所前 13:20～13:30
山中行榮様宅前 13:40～13:50
栃 本 会 館 前 14:00～14:10
旅館扇家山荘前 14:20～14:30

月　日 曜日 会　　場 時　間

 ５月23日 火

上の原集落センター庭 10:00～10:50
井上農村集落センター 11:10～12:00
旧杉村邸跡駐車場 13:30～14:20
阿熊集落センター庭 14:40～15:00
久長農村集落センター庭 15:20～15:40

 ５月24日 水

上吉田生活改善センター庭 10:00～10:40
塚越区集会所前駐車場 11:00～11:40
太田部公民館庭 14:00～14:20
石間交流学習館
水車小屋前駐車場 15:00～15:20

月　日 曜日 会　　場 時　間

５月19日 金

秩父消防署荒川大滝分署裏 ９:30～10:00
セミナーハウス
グラウンド駐車場 10:40～11:10

荒 川 公 民 館 12:30～13:00
荒川総合支所西側駐車場 13:40～14:20
上石原区集会場 15:00～15:30

○荒川総合支所

○吉田総合支所

※期間中はどの会場でも受けられます。

「
狂
犬
病
予
防
法
」に
よ
る

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

�
月
17
日
㈪
�
�
月
24
日
㈬

自動車編

　家庭から出るCO2の約４割は自動車によるものです。燃
費を抑えればCO2の排出量も少なくなります。
・アイドリング　時間を短くする。
　10分の時間で約140㏄のガソリンを消費します。
・急加速・急発進　エネルギーの無駄であるとともに、事
故の原因にもつながります。

・ タイヤの空気圧を適正に　こまめに点検すれば、燃費の
向上になります。

・ 不要な荷物を積んだままにしない　荷重がかかる分、燃
費が悪くなります。　　　　　　　

・ ドライブ・旅行　事前に地図やガイドブックで目的地を
確認して、迷ったり、遠回りしないような準備をしたり、
渋滞を避ければ、時間と燃料の節約になります。

・ その他　経済速度で走行する。
　　　　　相乗りに努める。
問い合わせ　環境課　☎２２－２２７９（直通）

わが家のCo2削減法

�

狂
犬
病
予
防
法
�
�
�
�
犬
�

所
有
者
�
�
�
�
犬
�
登
録
�
毎

年
�
回
�
狂
犬
病
予
防
注
射
�
義

務
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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２
月
15
日
、
市
民
会
館
で
第
１
回
浦

山
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
委
員

会
・
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

浦
山
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

「
水
源
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
下

流
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
図
り
な
が
ら

地
域
づ
く
り
を
行
う
」、「
誰
も
が
訪
れ

や
す
い
自
然
と
共
生
し
た
新
し
い
観
光

拠
点
づ
く
り
を
行
う
」、「
森
林
を
水
源

の
森
と
し
て
保
全
・
育
成
し
て
い
く
」

を
方
針
に
平
成
14
年
度
に
策
定
さ
れ
、

秩
父
地
域
で
環
境
や
観
光
等
の
分
野
で

着
実
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
の
委
員
会
・
協
議
会
で
は
、

栗
原
市
長
、
今
村
国
土
交
通
省
荒
川
上

流
河
川
事
務
所
長
を
は
じ
め
、
県
、
市
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

な
ど
約
30
人

が
出
席
し
、

地
域
連
携
や

環
境
に
つ
い

て
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

問
�
合
�
�　

事
務
局
：
秩
父
浦
山
ダ
ム
振

興
セ
ン
タ
ー
☎
24―

３
３
３
３

平成18年5月から

　市民の皆さんの利便性向上のため、平成18年５月以降にお送りする市税等納付書については、全国約
39,000店のコンビニエンスストアで納められるようになります。ぜひ、ご利用ください。
　なお、今までどおり秩父市役所（収納課および埼玉りそな銀行秩父支店派出所）、吉田・大滝・荒川の各
総合支所会計課分室、指定の金融機関および郵便局（関東地区および山梨県）でも納められます。

市 県 民 税（ 普 通 徴 収 ） 固定資産税・ 都市計画税

軽 自 動 車 税 国 民 健 康 保 険 税

お取扱税目

納付書の使い方

① 納付する期別の納付書のみをコンビニ、金
融機関、郵便局等に持参します。

②納付すると領収証書のみ渡されます。
③領収証書は、大切に保管してください。
　※ 軽自動車以外の納付書には、納税通知書
の裏面に領収証書貼付け欄がありますの
で、ご利用ください。

○期別の税額が30万円を超えるもの
○バーコードが印字されていないもの
○納期限を過ぎたもの（郵便局も含む）

〈お取扱コンビニエンスストア一覧〉

　セブンイレブン　　　　　　　ローソン
　ファミリーマート　　　　　　サークルＫ
　ミニストップ　　　　　　　　サンクス
　デイリーヤマザキ　　　　　　am/pm
　ヤマザキデイリーストア　　　生活彩家
　くらしハウス　　　　　　　　スリーエフ
　コミュニティ・ストア　　　　スリーエイト
　ポプラ

〈コンビニで取扱いできないもの〉
問い合わせ

　収納課

　☎２２－２２１０（直通）
　☎２２－２２１１
　　　　　内線１２８５

第
１
回
浦
山
ダ
ム

　

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

　

推
進
委
員
会
・

推
進
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

○ 納付前の納付書同士をホッチキスなどでつづらないでください。
〈注意点〉
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　秩父市では、森林の保全と森林の多面的機能の再生を進めるため、市内に豊富にある未利用の間伐材や森
林残材等（木質系バイオマス）を燃料として、バイオマス発電事業を行います。
　この施設は、木質系バイオマスをガス化して発電し、電気と温水を「吉田元気村」に供給します。（「コジ
ェネレーション」、略して「コジェネ」ともいいます。）
　また、全国から大勢の人たちに来ていただき、ガス化発電の仕組みや大切な森林のことなどを学習してい
ただくための施設です。施設は「吉田元気村」に建設を進め、来年から運転を開始する予定です。
　そこで、将来に豊かな秩父の森林を引き継ぐために、また、全国の大勢の人たちに施設の名前を知ってい
ただき、学習や見学に来てもらえるよう、皆さんから施設の名称を募集します。

◎募集する名称について

　環境学習を推進し、森林バイオマスを利用した発電であることを広くＰＲできるような宣伝効果の高い名
称を応募してください。（下記の名称例から選ぶか、名称を考えて応募してください。）
例） 元気村バイオマス発電所、ちちぶ元気村バイオマス発電所、森の元気発電所、森のちから発電所、山の
エネルギー発電所、森林再生1号、森の電力館、ちちぶ森の発電所、ちちぶ森の電力館　　　など

◎賞　　品

　採用された名称に応募していただいた方の中から抽選で薄謝（５名）

◎応募方法

　⑴締 切　６月３０日㈮必着
　⑵応募方法　 裏面の応募用紙に、住所・氏名・年齢・電話番号・ふさわしいと思われる名称とその理由を

記入して、郵送・ＦＡＸ・Ｅメール・持参のいずれかの方法により秩父市役所バイオマス・
環境総合研究所へ提出してください。なお、各総合支所総務課にご持参いただいても受付し
ます。

　⑶そ の 他　　
　　　　　　・応募用紙は、本庁バイオマス・環境総合研究所と各総合支所総務課にも置いてあります。
　　　　　　・ 秩父市ホームページにも応募用紙を掲載します。この場合も、応募方法については、同様と

します。
　　　　　　・ 施設の名称は、市民の皆さんからいただいた候補に基づき、最もふさわしいと思われるもの

を選定し、決定します。
　　　　　　・１人１回の応募とします。

問い合わせ　秩父市役所　バイオマス・環境総合研究所
　　　　　　〒３６８－８６８６　秩父市熊木町８－１５
　　　　　　☎２２－２３７８　Ｆ２５－０１３７
　　　　　　Eメール　bio@city.chichibu.lg.jp

キ

リ

ト

リ

バイオマス・コジェネ施設の

名称を募集します！
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25

対
象
地
域

制
度
概
要

補
助
金
額
・
設
置
費
分
担
金
額

使
用
開
始
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

申
込
み

問
い
合
わ
せ

旧
秩
父
市

旧
秩
父
市
全
域

（
た
だ
し
、
公

共
下
水
道
事
業

認
可
区
域
お
よ

び
農
業
集
落
排

水
事
業
実
施
採

択
区
域
を
除
き

ま
す
。）

　
個
人
で
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

に
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、個
人
の
専
用
住
宅
に
限
り
ま
す
。）

交
付
条
件
：

●
営
利
を
目
的
と
し
な
い
方

●
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
平
成
18
年
度
中
（
平
成
19
年
3月
ま

　
で
）
に
浄
化
槽
を
使
用
で
き
る
方

●
 浄
化
槽
法
に
よ
る
保
守
点
検
・
清
掃
・

法
定
検
査
等
の
維
持
管
理
が
で
き
る
方

補
助

金
額

　「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
は
個
人
で
点
検
業
者
お
よ
び
清
掃

業
者
に
依
頼
し
行
い
ま
す
。

　「
法
定
検
査
」
に
つ
い
て
も
個
人
で
（
社
）
埼
玉
県
浄
化

槽
協
会
へ
依
頼
し
ま
す
。

４
月
～
11
月
下
旬
ま
で

（
年
間
133
基
を
予
定
。

予
定
基
数
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

市
役
所

生
活
衛
生
課

☎
25
-5202（

直
通
）

1人
槽
あ
た
り
10
万
円

（
た
だ
し
、10
人
槽
を
限
度
と
し
ま
す
。）

旧
吉
田
町

旧
吉
田
町
全
域

（
た
だ
し
、農
業

集
落
排
水
事
業

実
施
採
択
区
域

は
除
き
ま
す
。）

市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
維
持
管
理
を

行
い
ま
す
。

（
す
べ
て
の
建
築
物
が
対
象
で
す
。）

設
置
す
る
前
に
、
市
へ
設
置
費
分
担

金
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
置

費
分

担
金

　「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
は
市
の
指
定
し
た
業
者
に
よ
り
行

い
ま
す
。「
法
定
検
査
」
に
つ
い
て
も
市
で
（
社
）
埼
玉
県

浄
化
槽
協
会
へ
依
頼
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は
、
使
用
料
と
し
て

徴
収
し
ま
す
。

《
浄
化
槽
使
用
料
金
》
2か
月
に
一
度
徴
収
（
税
込
）

●
保
守
点
検
料
：

　
５
人
槽
～
20
人
槽
：
2,000

円
　
21
人
槽
～
40
人
槽
：
4,000

円
　
41
人
槽
～
50
人
槽
：
6,000

円
●
法
定
検
査
料
：
5,000

円
（
10
人
槽
以
下
の
場
合
）　

　
清
掃
料
金
に
つ
い
て
は
、
汲
み
取
り
量
に
応
じ
た
実
費
を

市
へ
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
～
11
月
中
旬
ま
で

（
年
間
40
基
を
予
定
。

予
定
基
数
を
超
え
る
と

締
め
切
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。）

吉
田
総
合
支
所

市
民
支
援
課

☎
72
-6081（

直
通
）

●
一
般
家
庭
：

　
本
体
工
事
費
の
１
割
を
負
担

●
事
業
所
等
：

　
本
体
工
事
費
の
４
割
を
負
担

　

旧
大
滝
村

旧
大
滝
村
全
域

市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
維
持
管
理
を

行
い
ま
す
。

（
す
べ
て
の
建
築
物
が
対
象
で
す
。）

市
へ
設
置
費
分
担
金
を
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

設
置

費
分

担
金

　「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
は
市
の
指
定
し
た
業
者
に
よ
り
行

い
ま
す
。「
法
定
検
査
」
に
つ
い
て
も
市
で
（
社
）
埼
玉
県

浄
化
槽
協
会
へ
依
頼
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は
、
使
用
料
と
し
て

徴
収
し
ま
す
。

《
浄
化
槽
使
用
料
金
》　
毎
月
徴
収
（
税
別
）

　
・
5人
槽
：
2,000

円
　
・
7人
槽
：
2,800

円
　
・
10
人
槽
：
4,000

円
　
・
 11
人
槽
～
50
人
槽
：
1人
槽
あ
た
り
450
円を
乗
じ
て
得

た
額

　
・
51
人
槽
以
上
：
1人
槽
あ
た
り
500
円
を
乗
じ
て
得
た
額

前
年
度
の
10月

1日
～
31日

（
年
間
15
基
を
予
定
。）

（
希
望
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

※
注
　
平
成
18
年
度
分

の
申
請
は
、
受
付
を
終

了
し
て
い
ま
す
。

大
滝
総
合
支
所

市
民
支
援
課

☎
55
-0863（

直
通
）

≪
浄
化
槽
本
体
設
置
分
≫

●
5人
槽
：
6万
円
（
一
括
払
い
5万
円
）

●
7人
槽
：
8万
円
（
一
括
払
い
7万
円
）

●
10
人
槽：
11
万
円（
一
括
払
い
10
万
円
）

●
 11
人
～
50
人
槽：
１
人
槽
あ
た
り
２
万

円
を
乗
じ
て
得
た
額

●
 51
人
槽
以
上
：
１
人
槽
あ
た
り
５
万

円
を
乗
じ
て
得
た
額

≪
集
水
管
・
排
水
管
設
置
分
≫

●
集
水
管
お
よ
び
排
水
管
１
m
に
つ
き
、

　
3,000

円
を
控
除
し
て
得
た
額

旧
荒
川
村

旧
荒
川
村
全
域

市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
維
持
管
理
を

行
い
ま
す
。

（
す
べ
て
の
建
築
物
が
対
象
で
す
。）

設
置
す
る
前
に
、
市
へ
設
置
費
分
担

金
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
置

費
分

担
金

　「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
は
市
の
指
定
し
た
業
者
に
よ
り
行

い
ま
す
。「
法
定
検
査
」
に
つ
い
て
も
市
で
（
社
）
埼
玉
県

浄
化
槽
協
会
へ
依
頼
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は
、
使
用
料
と
し
て

徴
収
し
ま
す
。

《
浄
化
槽
使
用
料
金
》　
年
に
一
度
徴
収
（
税
別
）

●
保
守
点
検
料
：
実
費
用
を
市
へ
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
法
定
検
査
料
（
10
人
槽
以
下
の
場
合
）

　
　
　
　
初
回
：
13
,000

円
　
　
　
　
2回
目
以
降
：
5,000

円
　
清
掃
に
つ
い
て
は
、個
人
で
清
掃
業
者
へ
依
頼
し
行
い
ま
す
。

４
月
～
11
月
中
旬
ま
で

（
年
間
60
基
を
予
定
。

予
定
基
数
を
超
え
る
と

締
め
切
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。）

荒
川
総
合
支
所

市
民
支
援
課

☎
54
-2395（

直
通
）

●
一
般
家
庭
：

　
本
体
工
事
費
の
１
割
を
負
担

●
事
業
所
等
：

　
本
体
工
事
費
の
４
割
を
負
担

　

秩
父
市
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

住
宅
等
の
建
築
を
お
考
え
の
方
へ
！
　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、
地
域
ご
と
に
様
々
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
台
所
や
お
風
呂
、
洗
濯
な
ど
に
使
用
し
た
水
と
ト
イ
レ
の
排
水
を
併
せ
て
き
れ
い
に
処
理
で
き
る
浄
化
槽
で
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
式
便
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
入
れ
替
え
る
場
合
に
は
、
撤
去
工
事
費
へ
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
庁
ま
た
は
各
総
合
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



　平成18年４月１日付けで市職員の人事異動がありましたので、
課長級以上についてお知らせします。
　（　）内は発令前の職名です。なお、配置換を伴う昇格は、昇
格の項に記載します。
【部長級】
▼昇　格
▽市民生活部長（市長室長）笠原隆二
▽秩父広域市町村圏組合事務局長＝派遣（教育委員会生涯学習
部歴史文化伝承館長兼中央公民館長・勤労青少年ホーム館長）
若林克明

【次長級】
▼配置換
▽市長室長（健康福祉部次長）大島育生
▽市民生活部次長兼秩父環境衛生センター清流園所長（教育委
員会学校教育部次長兼教育総務課長）齋藤貞男
▽市民生活部やすらぎの丘管理事務所長（農業委員会事務局長）
浅見秀一
▽健康福祉部次長（産業経済部次長）米持孝之
▽市立病院事務局次長（教育委員会生涯学習部次長兼文化財保
護課長）富田　昭
▽教育委員会学校教育部主任指導主事兼教育研究所長（教育委
員会学校教育部主任指導主事兼教育研究所主席主幹）長谷河
初男
▽教育委員会生涯学習部次長兼文化財保護課長（教育委員会生
涯学習部秩父図書館長）加藤茂樹
▽教育委員会生涯学習部歴史文化伝承館長兼中央公民館長・勤
労青少年ホーム館長（市立病院事務局次長）栗島節子
▽教育委員会生涯学習部秩父図書館長（市民生活部次長）新井
良裕　　　　　　　　　　　　　
▽農業委員会事務局長（環境農林部次長）青葉　均
▼昇　格
▽市民生活部次長兼保険年金課長（市民生活部保険年金課長）
金丸一郎
▽産業経済部次長兼工業振興課長（産業経済部工業振興課長）
山口辰雄
▽環境農林部次長兼農業振興課長･公設地方卸売市場長（環境
農林部農業振興課長･公設地方卸売市場長）田中謙治
▽水道部次長（地域整備部下水道センター所長）関根　忠
▽教育委員会学校教育部次長兼教育総務課長（総務部総務課長）
森前光弘

【課長級】
▼配置換
▽市長室企画課長（市長室企画広報課長）新井秀弘
▽市長室広報広聴課長（吉田総合支所産業振興課長）上井克彦
▽総務部総務課長（教育委員会生涯学習部生涯学習課長）佐々
木奉昭
▽総務部危機管理課長（市長室危機管理課長）髙橋　進
▽総務部危機管理課主席主幹（市長室危機管理課主席主幹）児
玉敦男
▽市民生活部市民課長兼尾田蒔出張所･久那出張所･高篠出張所
･大田出張所･影森出張所･浦山出張所の出張所長（市民生活
部市民課長兼尾田蒔出張所･久那出張所･高篠出張所･大田出
張所･浦山出張所の出張所長）上原芳明
▽市民生活部秩父環境衛生センター清流園主席主幹（水道部浄
水センター主席主幹）岩田幹夫
▽健康福祉部包括支援センター所長（荒川総合支所健康福祉課
長）浜中紀久夫
▽地域整備部まちづくり課長（埼玉県＝派遣）石川　修　
▽地域整備部ダム河川課長（大滝総合支所地域整備課長）木村
賢一
▽地域整備部建築住宅課主席主幹（教育委員会学校教育部教育
総務課主席主幹）櫻井正志
▽地域整備部公園課長（地域整備部都市計画課長）橋本賢司
▽地域整備部下水道センター所長（市民生活部秩父環境衛生セ
ンター清流園所長）高野武四郎

▽吉田総合支所産業振興課長／農業委員会主席主幹（吉田総合
支所産業振興課主席主幹）浅見　弘
▽大滝総合支所地域整備課長（大滝総合支所滝沢ダム対策課長）
島田孝行
▽荒川総合支所健康福祉課長（荒川総合支所産業振興課長）黒
澤桂助
▽教育委員会学校教育部指導主事兼学校教育課主幹（埼玉県＝
派遣）山中正広
▽教育委員会学校教育部教育研究所指導主事（埼玉県＝派遣）
今井　進
▽教育委員会生涯学習部生涯学習課長兼秩父市芸術文化会館長
（総務部合併関連事業推進課長）新井和美
▽教育委員会生涯学習部歴史文化伝承館主席主幹兼中央公民館
主席主幹／尾田蒔公民館･久那公民館･高篠公民館･大田公民
館･影森公民館･浦山公民館の主席主幹／勤労青少年ホーム主
席主幹（教育委員会生涯学習部歴史文化伝承館主席主幹兼中
央公民館主席主幹／尾田蒔公民館･久那公民館･高篠公民館･
大田公民館･浦山公民館の主席主幹／勤労青少年ホーム主席
主幹）関根健夫
▽教育委員会生涯学習部吉田事務所長兼吉田歴史民俗資料館
長・吉田公民館主席主幹・秩父図書館吉田分館主席主幹／
学校教育部吉田共同調理場長（教育委員会生涯学習部吉田事
務所長兼吉田歴史民俗資料館長／学校教育部吉田共同調理場
長）新井行男
▽教育委員会生涯学習部大滝事務所長兼大滝公民館主席主幹
（教育委員会生涯学習部大滝事務所長）千島初夫
▽教育委員会生涯学習部荒川事務所長兼荒川公民館主席主幹／
学校教育部荒川共同調理場長（教育委員会生涯学習部荒川事
務所長兼学校教育部荒川共同調理場長）島崎幸二
▽農業委員会主席主幹（教育委員会生涯学習部影森公民館主席
主幹／市民生活部影森出張所長）加藤宜代

▼昇　格
▽財務部財政課主席主幹（財務部財政課主幹）藤代　元
▽財務部課税課主席主幹（財務部課税課主幹）林　昭弘
▽健康福祉部高齢者介護課主席主幹（健康福祉部高齢者介護課
主幹）北堀芳明
▽健康福祉部高齢者介護課主席主幹＝派遣 秩父市社会福祉事
業団（健康福祉部高齢者介護課主幹＝派遣 秩父市社会福祉
事業団）中原照夫
▽健康福祉部こども課主席主幹（健康福祉部こども課主幹）浅
見一男
▽環境農林部林業振興課主席主幹（環境農林部林業振興課主幹）
加藤　昇
▽地域整備部下水道課主席主幹兼総務部工事検査課主席主幹
（地域整備部下水道課主幹）横田茂樹
▽吉田総合支所市民支援課主席主幹（吉田総合支所市民支援課
主幹）岡田啓介
▽荒川総合支所産業振興課長／農業委員会主席主幹（荒川総合
支所産業振興課主幹）町田達彌
▽荒川総合支所地域整備課主席主幹（荒川総合支所地域整備課
主幹）新井邦芳
▽教育委員会生涯学習部生涯学習課主席主幹（教育委員会生涯
学習部生涯学習課主幹）多田みどり
▽教育委員会生涯学習部大滝公民館主席主幹兼大滝事務所主席
主幹（教育委員会生涯学習部大滝公民館主幹兼大滝事務所主
幹）横田好一

退職者（３月31日付退職）
（市民生活部）▽荒舩千鶴子▽浅賀美代子
（健康福祉部）▽高田純子▽堀口雪子▽根岸トモ子▽平井百合子
（地域整備部）▽新井龍雄▽新井政治▽冨田嘉之
（吉田総合支所）▽栗原妙子
（市立病院）▽千嶋有香▽坂本邦市
（水道部）▽八木利明
（教育委員会学校教育部）▽富田勅江▽神林隆夫
（秩父広域市町村圏組合）▽打木　晁

市職員人事異動のお知らせ市職員人事異動のお知らせ
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市民文芸

「いたずらも
笑って許してね。」

パパ大好きダヨ！

（中村町） （寺　尾）

　

１
〜
１
歳
半
程
度
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
同
封
し
、
住
所
・

両
親
と
お
子
さ
ん
の
名
前
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
と
コ
メ
ン

ト
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所
広
報
広
聴
課
（
〒
３
６
８―

８
６
８
６　

熊
木
町
８―

15
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
２
歳
に
な
る
月
ま
で
は
、
翌
月
の
抽

選
に
繰
り
入
れ
、
再
抽
選
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
「
市
報
ち
ち

ぶ
」
に
も
同
様
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
方
法

佐々島忠
ただ

佳
よし

 くん 戸田　夢
み

々
み

 ちゃん

今月の応募作品
短歌　  65首
俳句　107句

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15、秩父市役所広報広聴課へ、
必ず官製はがきでお送りください。（４月末締切り分→６月号に掲載）

　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所、氏名は、作品の左側に書いてください。

　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

鏡
台
の
使
い
残
り
の
ク
リ
ー
ム
に
逝
き
た
る
妻
の
指
あ
と
の
こ
る

上
野
町　

新
井
要
次
郎

口
論
も
希
と
な
り
た
り
共
に
老
い
夫
婦
の
愛
憎
淡
く
な
り
ゆ
く

大
野
原　

坂
本　

公
平

信
じ
あ
い
永
き
道
の
り
歩
み
き
て
ハ
ワ
イ
に
子
等
と
金
婚
祝
う

下
影
森　

山
中　

秩
枝

リ
ハ
ビ
リ
の
夫
見
守
り
つ
つ
指
を
折
り
歌
詠
む
心
戻
り
来
る
な
り

桜
木
町　

木
村　

一
枝

「
ま
だ
少
し
温
か
い
よ
」
と
夫
の
声
そ
っ
と
湯
た
ん
ぽ
も
ら
う
朝
に

番
場
町　

小
泉
富
美
子

た
か
ぶ
り
て
怒
り
沸
き
く
る
ニ
ュ
ー
ス
消
し
お
で
ん
に
入
れ
る
大
根
を
切
る
下
吉
田　

小
林
み
ち
子

子
は
親
を
選
べ
ぬ
不
幸
思
い
つ
つ
虐
待
報
道
の
新
聞
を
読
む

下
影
森　

畠
山　

時
子

女
孫
よ
り
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
貰
ひ
九
十
二
歳
の
春
を
味
は
ふ

中
宮
地
町　

福
島　

惣
吉

掃
除
お
え
清
し
き
店
に
客
を
待
つ
香
り
ほ
の
か
な
臘
梅
も
活
け

上　

町　

大
渕
芙
美
子

何
歳
ま
で
ペ
ダ
ル
踏
め
る
か
と
思
い
つ
つ
杖
の
代
り
と
静
か
に
乗
り
ぬ

桜
木
町　

河
端　

ス
エ

�
評
�
今
月
は
夫
婦
の
想
い
を
詠
ま
れ
た
作
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
お
互
い
へ
の
思
い
や
り
が
、
ご
く
自
然
に
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
井
さ
ん
、
亡
き
妻
へ
の
思
い
を
使
い
残
り
の
ク
リ
ー
ム
に
見
る
表
現
と
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
坂
本
さ
ん
、

子
育
て
が
終
れ
ば
ま
た
二
人
だ
け
に
な
る
夫
婦
、
口
論
よ
り
労
り
合
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
山
中
さ
ん
、
初

め
て
短
歌
を
作
ら
れ
た
と
か
、
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

木
村
さ
ん
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
ま
で
に
回
復
を
し
た
夫
に
、
短
歌
を
作
る
心
の
余
裕
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
小
泉
さ

ん
、
最
近
湯
た
ん
ぽ
が
ま
た
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
懐
し
さ
と
温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
小
林
さ
ん
、
本
当

に
怒
り
た
く
な
る
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
畠
山
さ
ん
、
幼
い
子
ど
も
が
被
害
者
に
な
る
事
件
が
多
い
昨
今
、
そ
の
中
で
も

親
か
ら
の
虐
待
に
よ
る
も
の
は
心
が
痛
み
ま
す
。

　

福
嶋
さ
ん
、
女
孫
の
優
し
さ
が
ご
家
庭
の
よ
う
す
を
も
伝
え
ま
す
。
下
句
の
表
現
が
と
て
も
よ
い
で
す
。

　

大
渕
さ
ん
、
お
店
に
客
を
待
つ
心
が
け
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。
河
端
さ
ん
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

短　
　
　

歌 

新
井　

悦
子　

選　

�
評
�句
の
内
容
が
、人
の
見
落
し
た
よ
う
な
も
の
、表
現
が
な
る
ほ
ど
と
い
っ
た
言
葉
遣
い
の
も
の
な
ど
に
惹
き
付
け
ら
れ
ま
す
。

「
星
の
応
え
る
」「
離
さ
ざ
る
」「
逃
げ
惑
う
」「
ゆ
る
ぎ
な
き
」
な
ど
感
心
し
ま
し
た
。
さ
て
、
締
め
切
り
日
前
の
ひ
と
月
の

間
に
作
句
し
た
も
の
に
限
っ
て
投
句
す
る
べ
き
か
、
と
の
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
月

の
句
で
も
、
先
年
作
っ
た
未
発
表
の
句
で
も
、
時
季
を
大
幅
に
外
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
投
句
し
て
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
新
聞
や
雑
誌
の
俳
句
欄
で
も
、
選
者
の
多
く
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。
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熊
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笠
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な
き
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瘤
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戸
町　

木
村
む
ら
子

梅
林
の
木
椅
子
に
あ
り
し
日
の
匂
い

日
野
田
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ぎ
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え

に

逢
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中
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岩
田
巻
太
郎

七
十
路
の
腰
を
い
た
は
り
年
用
意

下
影
森　

山
口
千
代
子

前
向
き
に
生
き
る
幸
せ
節
分
草

上
吉
田　

黒
沢　

志
の
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吊
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す
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冊
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ま
つ
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日
野
田
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原　
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句 
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ひ
ろ
志　

選　
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※平成18年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　４月25日㈫、５月18日㈭
　10：30～11：30
　大滝幼稚園
●【育児相談・健康相談】

　５月９日㈫　13：00～15：00
　大滝総合支所内
※母子健康手帳・健康手帳を持参してください。

●【乳幼児健診】

●【歯みがき教室】

●【育児相談】

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　４月27日㈭、５月11日㈭　９：30～11：10
● 【健康相談】一般市民

　４月18日㈫、５月16日㈫　13：00～14：00
●【胃がん検診】40歳以上の方

　４月21日㈮、24日㈪　受付８：00～９：30
※ 検診料900円。健康手帳、通知書（ハガキ）を持
参してください。

●【いきいきころばん教室参加者募集】

　１会場につき週１回実施し、１コースで10回行い
ます。スポーツインストラクターが、民謡・童謡・
歌謡曲などリズムにのって指導します。
講　師　スポーツインストラクター
定　員　各コース30人（先着順）
対　象　40歳以上の方
参加費　無料
申込み　 ４月20日㈭から電話で各保健センターへお

申し込みください。
※ 下記以外の会場でも順次開催予定です。詳しい日
程は、６月号以降の市報をご覧ください。

※ いきがいセンター（中村町ふれあいセンター下）
では、機器を利用したトレーニングを行います。

月　日 受付時間 内　容 対　象

４月26日㈬ 13:15～
　14:00

１歳６か月児健診
３歳児健診

平成16年８・９月生まれ
平成14年11・12月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

５月８日㈪ 10:00～
　11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　５月15日㈪　10：00～11：30　※予約制
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方

　５月17日㈬　13：30～15：30　吉田振興会館３階
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み

　月　日 受付時間 内　容 対　象

５月19日㈮ 13:15～
　14:00

1歳6か月児健診
3歳児健診

平成16年９・10月生まれ
平成14年12月・15年1月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

５月10日㈬ 10:00～
　11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

月　日 受付時間 内　容 対　象

５月25日㈭ 13:00～
　16:00

ことばの発達、
発音などに関
する個別相談

ことばの発達、発音など
に心配のある幼児とその
保護者

吉田保健センター会場
（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館3階）

荒川保健センター会場

大滝保健センターからのお知らせ

月　日 受付時間 内　容 対　象

４月26日㈬ 13:15～
　14:00

歯科医師の診察・ブラッシ
ング指導・フッ素塗布等

平成16年
２・３月生まれ

●【言語リハビリ教室】

※ 初めての方は各保健センターへお申し込みくださ
い。

月　日 会　　場 実施時間

４月17日㈪ 荒川保健センター

13：30～15：30４月18日㈫ 吉田保健センター

５月９日㈫ 秩父保健センター

秩
父
会
場

影森公民館 ５月８日～７月10日
（毎週月曜日）

９:30～
11:30

［申込み］
秩父保健センター
☎22－0648

いきがいセンター 13:30～
15:30

いきがいセンター ５月10日～７月12日
（毎週水曜日）

13:30～
15:30

浦山・渓流荘 ５月11日～７月13日
（毎週木曜日）

13:30～
15:30

吉
田
会
場
吉田振興会館 ５月12日～７月14日

（毎週金曜日）
９:30～
11:30

［申込み］
吉田保健センター
☎77－1112

大
滝
会
場

小双里
健康元気プラザ

５月17日～７月19日
（毎週水曜日）

９:30～
11:30

［申込み］
大滝保健センター
☎55－0102

荒
川
会
場

荒川農村環境改善
センター

５月11日～７月13日
（毎週木曜日）

９:30～
11:30

［申込み］
荒川保健センター
☎54－2231
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●【今年から基本健康診査の申込みをとります】

　老人保健法の改正により、基本健康診査は「40歳
～64歳の方」と「65歳以上の方」で健診内容が変わ
ります。（「65歳以上の方」には問診と医師の診察に
追加される項目があります。）そのため秩父市では、
健診の内容をもれなくスムーズに受診していただけ
るよう、今年度より申込みをとり事前に受診票をお
送りすることにしました。
　申込みのチラシは、５月号の市報と一緒に配布し
ます。受診を希望する方は、内容をご確認いただき
お申し込みください。
　なお、結核・大腸・肺・前立腺がん検診および肝
炎ウィルス検診を基本健康診査と同日に実施しま
す。受診を希望される場合は、当日お申し出くださ
い。（事前の申込みは必要ありません。）
● 【平成18年４月１日から麻しん・風しん予防接種

の受け方が変わります】

　現在、麻しんと風しんの予防接種は満１歳～７歳
６か月までにそれぞれ１回接種しています。
　平成18年４月１日から麻しん風しん混合ワクチン
を用い、次の年齢内で２回接種となります。

　第１期　　生後12か月～生後24か月までの間
　第２期　　就学前の１年間（５歳から７歳未満）

※ 平成18年３月31日までに麻しんまたは風しんワク
チンのいずれかの接種を受けた方は、平成18年４
月１日以降、定期の年齢内であっても、第１期お
よび第２期の対象となりません。
※ ただし、秩父市では平成18年４月１日以降、生後
12か月～生後24か月の間にある方で、麻しんの予
防接種を受けていたり、麻しんにかかってしまっ
た場合に風しんのみの予防接種を希望したときは、
今までどおり風しんのみの接種ができます。（こ
の逆の場合も可能となります。）

● 【ＢＣＧ予防接種を対象月齢内に受けられなかっ

た方へ】

　病気等の理由でＢＣＧを対象月齢内に接種できな
かった方は、満６か月～１歳の間に限り、ＢＣＧ予
防接種を公費（無料）で受けることができます。詳
しくは、各保健センターまでお問い合わせください。
●【胃がん・子宮がん検診】（個別）

　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けら
れます。（それぞれ先着200人）毎月１～７日（土、日、
祝日を除く）に各保健センターで申込みを受け付け
ています。
●【乳がん・子宮頚がん検診（集団）のお知らせ】

　各保健センターで乳がん・子宮頚がん検診を５月
からの予定で行います。申込みは、今月号の市報と
一緒に配布した乳・子宮がん検診のチラシをご利用
ください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【両親学級（妊娠前期）】

　妊娠４か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。
●【予防接種】（集団）

月　日 受付時間 内　容 対　象
５月11日㈭ 13:00～14:00 ３歳児健診 平成15年１月生まれ

５月16日㈫ 13:00～14:00 乳児（４か月児）健診 平成17年12月生まれ

５月17日㈬ 13:00～14:00 乳児（10か月児）健診 平成17年７月生まれ

５月23日㈫ 13:00～14:00 １歳６か月児健診 平成16年10月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

５月12日㈮  9:30～
　10:30

育児相談
身長・体重測定
赤ちゃん体操

乳幼児

月　日 時　間 内容（テーマ）
１
日
目
５月15日㈪

13：30～16：00
（受付 13：15～）

･｢妊娠中の過ごし方｣
･｢ママの栄養と食事｣

２
日
目
５月19日㈮ ・歯科保健･歯科健診

・ブラッシング指導

種類 月　日 受付時間 対　　　象

三種混合 ５月８日㈪
６月２日㈮ 13:30～14:30 満３か月～７歳６か月未満

ＢＣＧ ５月25日㈭
６月22日㈭ 13:30～14:30 満３か月～６か月未満

ポリオ ５月18日㈭
５月22日㈪ 13:30～14:30 満３か月～７歳６か月未満

秩父保健センター会場
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入
場
は
無
料
で
す
）

　

４
月
22
日
、
５
月
13
・
27
日
の
土
曜

日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

�
第
�
�
�
回
�
名
作
映
画
鑑
賞
会

題�

名�

『
花
い
ち
も
ん
め
』

（
１
９
８
５
年
、
日
本
、
１
２
２
分
）

監�

督　

伊
藤
俊
也

出�

演　

十
朱
幸
代
、
西
郷
輝
彦
、
千

秋
実
、
野
川
由
美
子
、
岸
部
一
徳
ほ
か

内�

容　

わ
が
ニ
ッ
ポ
ン
は
、
今
ま
さ

に
長
寿
王
国
と
な
り
ま
し
た
。
映
画
は

も
と
大
学
教
授
で
考
古
学
者
の
鷹
野
冬

吉
（
千
秋
実
）
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

性
の
老
人
ボ
ケ
に
か
か
り
、
家
族
の
顔

や
名
前
が
わ
か
ら
な
く
な
る
な
ど
、
病

状
は
ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

息
子
（
西
郷
輝
彦
）
は
頭
を
か
か
え
、

嫁
（
十
朱
幸
代
）
は
介
護
に
奮
闘
し
ま

す
が
…
。
認
知
症
を
他
人
事
で
な
く
自

◆
新
年
度
講
座
受
講
生
�
募
集

　

秩
父
図
書
館
で
は
、
新
年
度
の
主
催

講
座
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
講
座
の
日
程
に

つ
い
て
は
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

�
万
葉
集
講
座

日�

程　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講�

師　

柿
堺
欣
一
郎
先
生

内�

容　

万
葉
集
の
歌
の
解
釈
と
解
説

定�

員　

80
人

�
俳
句
講
座

日�

程　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講�

師　

大
野
ひ
ろ
志
先
生

内�

容　

初
心
者
対
象
の
講
座

定�

員　

25
人

�
短
歌
講
座

日�

程　

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

分
事
と
考
え
、
こ
の
映
画
を
み
て
参
考

に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
４
月
27
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

�
図
書
館
�
人
気
�
名
作
映
画
鑑
賞
会

平
成
18
年
�
月
�
�
月
�
予
定
表

�
荒
川
図
書
館
�

�
�
�
�
�
�
�
�

  

４
月
11
日
、
５
月
９
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

  

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

�
�
�
�
�
会

  

４
月
22
日
、
５
月
27
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
）

※
今
年
度
か
ら
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
。

  

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。

◆
転
出
�
転
居
�
際
�
�
連
絡
�

　
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
を
お
持
ち

の
方
で
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
が
変
わ
ら
れ
た
際
は

図
書
館
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
図
書
館
を
利
用
す
る
機
会
が
な
く

な
る
方
は
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
を

図
書
館
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

図書館ホームページアドレス https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
 https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

1 月 秩・荒・吉 17 水
2 火 18 木
3 水 吉・大 19 金
4 木 吉・大 20 土 大
5 金 吉・大 21 日 大
6 土 大 22 月 秩・荒・吉
7 日 大 23 火
8 月 秩・荒・吉 24 水
9 火 25 木
10 水 26 金
11 木 27 土 大
12 金 28 日 大
13 土 大 29 月 秩・荒・吉
14 日 大 30 火
15 月 秩・荒・吉 31 水 秩
16 火

10 月 秩・荒・吉 21 金
11 火 22 土 大
12 水 23 日 大
13 木 24 月 秩・荒・吉
14 金 25 火
15 土 大 26 水
16 日 大 27 木
17 月 秩・荒・吉 28 金 秩
18 火 29 土 吉・大
19 水 30 日 大
20 木

※秩…秩父図書館
　荒…荒川図書館
　吉…秩父図書館吉田分館
　大…秩父図書館大滝分館

９
・
28
㈭

８
・
24
㈭

７
・
27
㈭

６
・
29
㈭

５
・
25
㈭

４
・
27
㈭

月　

日

日日米日日日国

日
中
合
作
・
未
完
の
対
局

は
だ
し
の
ゲ
ン
涙
の
爆
発

Ｊ
・
デ
ィ
ー
ン
物
語

あ
ヽ
野
麦
峠
②
（
原
田
）

あ
ヽ
野
麦
峠
①
（
大
竹
）

花
い
ち
も
ん
め
（
千
秋
）

題　
　
　
　

名

30



無料相談室無料相談室
相談名 相　　談　　日 会　場 相　談　員

法 律

５月18日㈭・23日㈫
10時～15時

秩父市役所
（３階相談室）弁護士

５月９日㈫　10時～15時 荒川総合支所
※要電話予約
４月20日㈭　午前９時から電話予約受付　各日先着10人
☎25－5200（直通）

人 権

毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（３階相談室）

人権擁護委員４月19日㈬
13時～16時

吉田総合支所
（振興会館）

５月17日㈬　13時～16時 大滝総合支所

行 政

４月17日㈪
５月15日㈪

13時～15時

秩父市役所
（３階相談室）

行政相談委員
５月１日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
４月10日㈪
５月８日㈪ 荒川総合支所

４月24日㈪
５月22日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（３階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月・水・金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 ４月11日㈫・５月９日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 ４月19日㈬・５月17日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ４月10日㈪・５月８日㈪
10時～15時 税務相談官

土 地 建 物 ４月25日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ４月27日㈭・５月25日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ４月25日㈫・５月30日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 ４月14日㈮・５月12日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、上記の相談日以外でも相談を受け付けます。
※相談日が祝祭日の場合はお休みとなります。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25-5200（直通）☎22-2211内線1322・1323

月の4・5
相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 毎週月・水・金曜
９時～16時

子育て支援センター
☎22－7282ｆ22－7283

子どもについ
ての心配ごと

毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

毎日（日曜・祝日を除く）
９時～18時

フレンドリー
☎22－7785（身体障がい）
☎22－7045（知的障がい）
ｆ22－7055土曜　９時～16時

障がい者の
就労・労働

毎日（土・日・祝日を
除く）９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ｆ22－2870

不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　毎日（土・日・
祝日を除く）９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

人 権
毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局
☎22－0827人権擁護委員による相談　毎週

火曜日（第５週を除く）9時～16時
内 職 毎週木曜　９時～17時

ハローワーク秩父
ステーションプラザ
☎24－5222職 業

ハローワーク秩父ステーションプラザ
毎日（土･日･祝日を除く）９時～17時
吉田総合支所
毎週月曜　９時～16時30分

労 働 毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時※電話相談可 北部産業労働センター

秩父支所
☎23－7881夜 間 労 働

（電話相談のみ）
毎週火・木曜
17時～20時

中 小 企 業 者
向けよろず金融

５/10 13時～16時30分
※前々日までに要予約
会場　歴文館５階第２会議室

商業振興課
☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 福祉女性会館 ５/13
13時～16時 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514心 配 ご と 福祉女性会館 ４/20
13時～16時

　

紙
お
む
つ
排
出
用
に
秩
父
広
域
市
町

村
圏
組
合
の
有
料
指
定
ご
み
袋
を
支
給

し
ま
す
。

支
給
対
象
者　

秩
父
市
に
住
所
を
有
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
方

② 

児
童
福
祉
法
お
よ
び
身
体
障
害
者
福

祉
法
の
規
定
に
よ
る
紙
お
む
つ
支
給

対
象
者

③ 

秩
父
市
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
実

施
要
綱
の
規
定
に
よ
る
紙
お
む
つ
支

給
対
象
者

支
給
方
法　

支
給
対
象
者
の
う
ち
、
①
に

該
当
す
る
方
は
母
子
健
康
手
帳
を
提
示

し
、
審
査
後
、
次
の
施
設
の
窓
口
で
支

給
し
ま
す
。
な
お
、
母
子
健
康
手
帳
を

紛
失
さ
れ
た
方
は
再
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
②
お
よ
び
③
に
該
当

す
る
方
は
申
請
書
の
提
出
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
支
給
は
、
各
地
区
の
民
生
委

員
が
行
い
ま
す
。

支
給
窓
口　

市
役
所
市
民
課
・
こ
ど
も
課
、

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課
、
健
康
福
祉

課
、
各
出
張
所
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
児
童
館

支
給
枚
数　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
、

１
か
月
あ
た
り
、
16
リ
ッ
ト
ル
袋
５
枚

と
し
、
年
間
60
枚
以
内
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
分
を
翌
年
度
以
降
に

は
支
給
し
ま
せ
ん
。

問
�
合
�
�　

生
活
衛
生
課

　

☎
25―

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
５
（
直
通
）

紙
お
む
つ
用

ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す

　４月から実施しているペットボトル
の分別収集の方法が、一部変更になり
ます。平成18年度の１年間については、
住民の皆さんへの周知を図るため「試
行期間」とします。試行期間中の収集
方法は次のようになります。
収集方法

　ネット袋での収集と、レジ袋での収

集（ビン･カンの収集と同じ方法）の

併用で収集します。
※ 分別について、よりよい方法があり
ましたら、市民の皆さんのご意見を
下記までお寄せください。
問い合わせ

　市役所生活衛生課
　☎２５－５２０２（直通）
　秩父広域市町村圏組合業務課
　☎２３－２４８９

ペットボトルの
分別収集方法が
変更になります
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国 民 年 金

だ よ り
問い合わせ
●保険年金課国民年金担当 ☎25-5201
●吉田総合支所市民支援課 ☎72-6081
●大滝総合支所市民支援課 ☎55-0863
●荒川総合支所市民支援課 ☎54-2395

　

国
民
年
金
保
険
料
が

後
払
い
で
き
る　

学
生
納
付
特
例
制
度

こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
保
険
料
を
後

払
い
に
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
」
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

○ 

市
役
所
お
よ
び
各
総
合
支
所
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
保
険
料

を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
追
納
す
る

（
保
険
料
を
後
か
ら
納
め
る
）
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対
象
�
�
�
学
生

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学

校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
等
に

在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
が
対
象
で

す
。
た
だ
し
、
本
人
の
前
年
所
得
が
１

１
８
万
円
超
の
と
き
は
、
こ
の
特
例
の

対
象
と
さ
れ
ま
せ
ん
。（
学
生
に
扶
養

親
族
が
い
る
場
合
、
限
度
額
は
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。）

※ 

各
種
学
校
の
対
象
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
さ
れ
る
各
種
学
校
（
修
業
年

限
は
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
と
な

　

20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る

り
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
が

指
定
し
た
課
程
の
海
外
大
学
（
日
本

分
校
）
の
学
生
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

※ 

夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課
程
の

方
も
含
ま
れ
ま
す
。

申
請
�
�
認
�
�
�
�
�

○ 

こ
の
特
例
の
対
象
と
な
っ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
参
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

事
故
や
病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
り
、

死
亡
し
た
場
合
、
本
人
や
遺
族
に
障

害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○ 

学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
保
険
料
の

額
は
、
２
年
度
を
経
過
す
る
と
経
過

し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
が
つ
き
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
時
�
�
�
�
�

○ 

申
請
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。
申

請
が
遅
れ
る
と
、
障
害
・
遺
族
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○ 

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

１ 

．
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
コ

ピ
ー
可
）

２ 

．
年
金
手
帳
（
初
め
て
国
民
年
金
に

加
入
す
る
方
で
、
加
入
の
届
出
と
一

緒
に
申
請
す
る
と
き
は
不
要
で
す
。）

３ 

．
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
で
す
。）

○ 

申
請
が
認
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
（
審

査
結
果
）
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
申
請

時
期
に
よ
っ
て
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
案
内
書
が
行
き
違
い
で
届

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

対　象　市内に居住する満70歳以上の方
利用回数　年３回
利用内容　はり・灸・マッサージの治療を
受けた場合、施術料金が2,000円割引さ
れます。
利用施設　下表の施術院
※ なお、施術を希望される方は、混雑が
予想されますので、あらかじめ電話等
で予約してからお受けください。

利用期間　５月１日㈪～平成19年３月15日㈭
申込受付　４月28日㈮から
※ 平成18年度中に70歳になる方は、その
時点で申請してください。
申込み・問い合わせ

　高齢者介護課
　☎２２－２２１１内線１１７４　
各総合支所健康福祉課
　吉田☎７２－６０８２（直通）
　大滝☎５５－０８６５（直通）
　荒川☎５４－２１１６（直通）

平成18年度分
敬老はり･灸･マッサージ券

を交付します

【 秩 父 市 】

江澤鍼灸院 上宮地町 は･き･マ 23-0456

金内マッサージ 中　　町 マ 24-9319

気針堂はり温灸院 上　　町 は･き 23-0667

強谷針灸治療所 山　　田 は･き･マ 22-2135

泉樹治療院 日野田町 は･き･マ 24-6772

田口マッサージ 野 坂 町 マ 23-8998

田端東洋治療院 永 田 町 は･き･マ 24-6858

秩父第一鍼療院 東　　町 は･き･マ 22-1926

永井鍼灸院 野 坂 町 は･き 24-3322

武甲鍼灸マッサージ院 相 生 町 は･き･マ 22-5613

三上鍼灸院 荒川上田野 は･き 54-1187

優光堂 中 村 町 は･き･マ 25-1731

【小鹿野町】

小松治療院 小 鹿 野 は 75-0085

【 皆 野 町 】

太幡マッサージ院 皆　　野 マ 62-0345

※は…はり　 き…きゅう　 マ…マッサージ

施　術　院　一　覧　表

秩父警察署からのお知らせ
最近、侵入盗やバイク盗が多発しています。戸締りをしっかりするなど、十分に注意してください。 32



当
が
、
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止
と

な
っ
て
い
る
方
で
、
住
民
税
課
税
標
準

額
10
万
円
以
下
の
方
を
対
象
に
、
平
成

18
年
４
月
１
日
か
ら
、
秩
父
市
在
宅
重

度
心
身
障
害
者
給
付
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

手
当
額　

月
額
２
，
５
０
０
円

支
給
時
期　

毎
年
９
月
・
３
月

申
請
方
法　

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
が
支
給
停

止
と
な
っ
て
い
る
方
の
中
で
、
対
象
と

な
る
方
に
は
、
支
給
決
定
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

認
定
時
期　

毎
年
度
８
月
に
資
格
の
認
定

を
行
い
、
通
知
し
ま
す
。
今
回
の
支
給

決
定
期
間
は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
７

月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

社
会
福
祉
課　

　

☎
22―
２
２
１
１
内
線
１
１
６
８

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―
６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３ 

．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
と
氏
が
同
じ

で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

４ 

．
右
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５ 

．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

三
親
等
内
の
親
族

請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31
日

請
求
手
続　

市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

問
�
合
�
�　

社
会
福
祉
課
援
護
担
当

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

　

市
で
は
、
秩
父
市
在
住
の
身
体
障
が

い
者
の
方
で
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に

基
づ
く
４
級
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
希
望
者
に
対
し
、
市
営
中

町
駐
車
場
の
無
料
使
用
許
可
証
を
発
行

し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
本
人
が
運

転
す
る
車
両
に
限
り
ま
す
。）

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
等　

申
請
書
（
ま
ち
づ
く
り

　
「
転
入
・
転
居
」
で
住
所
が
変
わ
る

場
合
、
住
民
異
動
届
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。そ
の
際
、「
住
所
」は
必
��
生

活
�
本
拠
�
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
実
際
に
は
住
ん
で
い
な
い
が
、
そ

の
方
が
都
合
が
よ
い
。」、「
現
在
は
住

ん
で
い
な
い
が
、
い
ず
れ
は
住
む
。」

と
い
う
よ
う
な
場
合
は
受
け
付
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
実
際
に
居
住
し
た
場
合
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。
届
出
期
間
は
、
居
住

後
14
日
以
内
で
す
。

　

ま
た
、「
市
外
転
出
」
の
場
合
も
住

民
異
動
届
が
必
要
で
す
。
こ
の
場
合
の

届
出
期
間
は
、
転
居
前
お
よ
び
転
出
後

14
日
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
�
合
�
�　

市
民
課
市
民
担
当

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
１
７

　

秩
父
市
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）、
身
体
障

害
者
手
帳
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
の

写
し
、
印
鑑

問
�
合
�
�　

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
25―

５
２
１
７
（
直
通
）

　

石
綿
に
よ
る
中
皮
腫
、
肺
が
ん
患
者

の
方
お
よ
び
そ
の
遺
族
に
医
療
費
等
を

支
給
す
る
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

給
付
に
は
申
請
等
の
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
環
境
再
生
保
全

機
構
（
☎
０
１
２
０―

３
８
９―

９
３

１　

http://w
w
w
.erca.go.jp

）
ま
た

は
職
歴
の
あ
る
方
は
最
寄
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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戦
没
者
等
�
�
遺
族
�

皆
�
�
�

―

特
別
弔
慰
金
�
支
給
�
�
�
�―

住
民
登
録
�

�
住
�
�
�
住
所
�

秩
父
市
在
宅
重
度

心
身
障
害
者
給
付
金

�
支
給
�
�
�

市
営
中
町
駐
車
場
�

�

身
体
障
�
�
者

無
料
使
用
許
可
証
��

発
行
�
�
�

石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度

�
始
�
�
�
�
�

広告



　

３
月
１
日
か
ら
、
秩
父
太
平
洋
セ
メ

ン
ト
㈱
工
場
地
区
（
大
野
原
字
中
原
、

字
下
中
原
、
字
下
原
、
字
蓼
沼
の
各
一

部
）
の
用
途
地
域
と
建
ぺ
い
率
お
よ
び

容
積
率
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

問
�
合
�
�　

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
25―
５
２
１
７
（
直
通
）

　

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
、
悪
臭
防

止
法
に
お
け
る
規
制
が
、
特
定
悪
臭
物

質
の
濃
度
に
よ
る
「
物
質
濃
度
規
制
」

か
ら
、
人
間
の
嗅
覚
に
基
づ
く
に
お
い

全
体
の
強
さ
で
規
制
す
る
「
臭
気
指
数

規
制
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

規
制
対
象

　

市
内
の
す
べ
て
の
工
場
・
事
業
場
か

ら
発
生
す
る
臭
気
全
体
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
た
だ
し
、
旧
吉
田
町
・
旧
大
滝
村
・

旧
荒
川
村
は
規
制
地
域
外
と
な
り
ま

す
。

規
制
基
準

問
�
合
�
�

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25―
５
２
０
２
（
直
通
）

　

埼
玉
県
環
境
部
水
環
境
課

　
　

総
務
・
騒
音
振
動
・
悪
臭
担
当

　

☎
０
４
８―

８
３
０―
３
０
７
９

　

平
成
17
年
分
の
確
定
申
告
に
係
る
振

替
日
は
、

�
所
得
税�

�
月
20
日
㈭

�
消
費
税�

�
月
27
日
㈭

と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

２
〜
３
日
前
に
は
、
預
貯
金
残
高
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
預
貯
金
残
高
不
足
等
で
引
落

し
で
き
ま
せ
ん
と
、

�
所
得
税�

�
月
16
日
㈭

�
消
費
税�

�
月
�
日
㈯

か
ら
延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
税
務
署
管
理
徴
収
部
門

　

☎
22―

４
４
３
４

埼
玉
県
環
境
部
水
環
境
課
�
�
�
�

�
�
��
埼
玉
県
�
�
�
�
悪
臭
�
規
制
�

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
A
09/BG00/akusyu/setum

ei.htm
l

　

新
潟
県
柏
崎
市
に
あ
る
秩
父
市
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
開
設
期
間
は
、
今
年

度
か
ら
�
月
�
日
�
�
月
31
日
�
夏
季

期
間
�
�
と
な
り
ま
す
。

※ 

７
月
、
８
月
の
利
用
申
込
受
付
は
６

月
11
日
㈰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な

お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
報
５
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

　

大
滝
国
保
診
療
所
で
は
、
平
成
17
年

度
に
引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
の
む
し

歯
予
防
の
た
め
に
『
フ
ッ
素
塗
布
』
を

実
施
し
ま
す
。

��

�　

毎
週
火
曜
日
〜
金
曜
日
、
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

�
�
�　

大
滝
国
保
診
療
所

対�

象　

中
学
生
ま
で

費�

用　

５
０
０
円
（
１
回
）

※
予
約
制
で
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

　

大
滝
国
保
診
療
所

　

☎
55―

０
３
４
１

不用品のリサイクルコーナー

譲
り
た
い
物

たんす、スキー用具（大人用）、レーザーディス
ク（カラオケ用）、人形ケース、ポータブルトイレ、
食器と調理用具

譲
っ
て
ほ
し
い
物

自転車（大人用、子ども用）、ミシン、コタツ、
エレクトーン、卓球台、エアコン、竹馬、柔道
着（子ども用）、電気ストーブ、オーブンレンジ、
毛布、チャイルドシート、ベビーカー、ベッド（ベ
ビー、ダブル）、レーザーディスク（カラオケ用）、
パソコン、トラクター

登
録
状
況

譲りたい物 ８件
譲ってほしい物 27件

（平成18年３月20日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲り
受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市民生活
課までご連絡ください。

　市では、自分には不用になったが、まだ利用でき
るものなので譲りたい、または、譲ってほしいとい
う希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料を条件とします。

登録申込み・問い合わせ
　　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

34
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用
途
地
域
変
更�

�
知
�
�

旧 新

用
途
地
域
工業地域 工業専用

地域

建
ぺ
い
率

60％ 50％

容
積
率

200％ 200％

悪
臭
防
止
法
�
�
�

規
制
�
変
�
�
�
�

農
業
振
興
地
域

工
業
地
域
・
工
業
専
用
地
域

第
１
種
中
高
層
住
居
専
用
地

域
・
第
１
種
住
居
地
域
・
第

２
種
住
居
地
域
・
近
隣
商
業

地
域
・
商
業
地
域
・
準
工
業

地
域
・
用
途
地
域
以
外
の
地

域
・
都
市
計
画
区
域
外

地
域
区
分

18 18 15
基
準
値

秩
父
市
�
�
�
�
�
�
�
場

 

開
設
期
間
変
更
��

知
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
素
塗
布
�

実
施
�
�
�



※ 

定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22―

３
２
１
５

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
☎
24―

５
２
２
２

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
自
然
の
中

で
、
家
庭
・
学
校
で
は
な
か
な
か
学
べ

な
い
活
動
や
異
年
齢
の
仲
間
と
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
し
て
、
青
少
年
の
健
全

な
心
と
体
を
育
て
ま
す
。

　

こ
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
つ
い
て
の

講
演
・
加
入
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

４
月
19
日
㈬
、
20
日
㈭
、
21

日
㈮
の
３
回
、
午
後
６
時
〜
９
時
（
時

間
内
随
時
）

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
会
議
室

問
�
合
�
�　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

秩
父
第
１
団
委
員
長　

竹
内　

清

　

☎
23―

８
３
５
４

問
�
合
�
�　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22―

０
６
４
８
（
代
表
）

　

子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
市
で
は
交
通
安
全

教
育
の
充
実
を
目
的
に
、
交
通
安
全
教

育
担
当
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を
利
用
し

て
開
業
す
る
方
に
、
出
店
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対�

象

① 

出
店
後
、
２
年
以
上
継
続
し
て
営
業

す
る
こ
と
。

② 

小
売
業
、
飲
食
業
を
主
と
す
る
業
種

（
風
営
法
規
制
業
種
は
除
く
）
で
あ

る
こ
と
。

③
昼
間
の
営
業
が
で
き
る
こ
と
。

④ 

そ
の
他
条
件
等
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
内
容　

　

出
店
時
に
掛
か
る
改
装
費
等
の
３
分

の
１
を
補
助
し
ま
す
（
上
限
30
万
円
）。

問
�
合
�
�　

商
業
振
興
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
２
１
２
２

　

就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
求

職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
「
中
高
年
齢
者
の

求
職
活
動
に
つ
い
て
」
の
セ
ミ
ナ
ー
が

増
え
ま
し
た
。
就
職
に
役
立
つ
情
報
、

テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
満
載
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
就
職
活
動
の
た
め
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
☎
24―

５
２
２
２

　

市
役
所
工
業
振
興
課

　

☎
22―

３
４
２
８
（
直
通
）

活
動
内
容

○ 

幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学
校
、
老
人

ク
ラ
ブ
等
に
お
け
る
交
通
安
全
教
室

の
企
画
・
開
催

○ 

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
に
お
け
る

交
通
指
導

○ 

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
協
力

な
ど

応
募
資
格　

秩
父
市
に
住
所
を
有
し
て
、

交
通
問
題
に
関
心
が
高
く
、
心
身
と
も

に
健
康
で
職
務
を
遂
行
で
き
る
方

募
集
人
員　

２
人
（
制
服
を
貸
与
）

任�

期　

平
成
18
年
５
月
10
日
〜
平
成

19
年
３
月
31
日
（
再
任
用
あ
り
）

身�

分　

秩
父
市
非
常
勤
特
別
職

報
酬
�
�
�
勤
務
時
間

　

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

４
月
25
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

　

市
内
の
勤
労
青
少
年
（
18
歳
以
上
35

歳
以
下
の
男
女
）
を
対
象
に
し
た
事
業

を
企
画
立
案
・
実
施
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
実
施
に

か
か
る
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
�　

5
月
10
日
㈬
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
22―

０
４
２
０

と　き と　こ　ろ 内　　　容 定員
4／14㈮

14:00～16:00
ハローワーク秩父
会議室

履歴書・職務経歴書の書き方
（座学） 30人

4／19㈬
14:00～16:00

ハローワーク秩父
ステーションプラザ内

中高年齢者の求職活動につい
て（座学） 15人

4／21㈮
13:30～16:30

ハローワーク秩父
会議室

履歴書・職務経歴書の書き方
（演習） 30人

4／24㈪
13:00～16:00 吉田総合支所　

面接対策・就職の心得
（演習） 30人

4／26㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ内

中高年齢者の求職活動につい
て（演習） 15人

5／ 8㈪
13:00～15:00 吉田総合支所

中高年齢者の求職活動につい
て（座学） 30人

5／10㈬
14:00～16:00

ハローワーク秩父
ステーションプラザ内

履歴書・職務経歴書の書き方
（座学） 15人

5／17㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ内

履歴書・職務経歴書の書き方
（演習） 15人

35

空
�
店
舗
�

利
用
�
�
開
業
�
�
方
�

求
職
活
動
支
援
�
�
�
�

�
�
活
用
�
�
�
�

�
�
�
月
�

求
職
活
動
支
援
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
男
�
女
��

知
�
�
�
�
�
�
�

愛
�
献
血
�
�
協
力
�

５
月
23
日
㈫

５
月
17
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

秩
父
駅

（
秩
父
ナ
シ

ョ
ナ
ル
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ｔ
）

ベ
ス
ト
電
器

ヤ
オ

(

秩
父
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ)

交
通
安
全
教
育

担
当
指
導
員
�

募
集
�
�
�

平
成
18
年
度

勤
労
青
少
年
�
日 

記
念
事
業

実
行
委
員
募
集

平成18年度「児童福祉週間」標語
「大切だよ　信らいすること　されること」



・ 

帰
国
後
、
研
修
の
体
験
を
生
か
し
、

地
域
や
学
校
で
率
先
し
て
活
動
が
で

き
る
こ
と
。

※ 

未
成
年
者
の
場
合
は
、
保
護
者
の
承

諾
が
必
要
で
す
。

活�

動　

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
民
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
自
分
た
ち
で
決
め

た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
生
活
文
化
や
社
会

習
慣
な
ど
を
調
べ
体
験
し
ま
す
。

必
要
経
費　

航
空
運
賃
の
３
割
（
航
空
運

賃
の
７
割
は
市
で
負
担
し
ま
す
。）

※
旅
券
取
得
費
用
等
は
含
み
ま
せ
ん
。

社
会
人

募
集
人
数　

２
人
（
30
歳
未
満
）

応
募
条
件　

・ 
秩
父
市
在
住
で
協
調
性
、
自
立
性
お

よ
び
意
欲
が
あ
り
、健
康
で
あ
る
こ
と
。

・ 
日
常
会
話
程
度
の
英
語
力
が
あ
る
こ

と
。

・ 

帰
国
後
、
研
修
の
体
験
を
生
か
し
、

地
域
や
職
場
で
率
先
し
て
活
動
が
で

き
る
こ
と
。

・ 

社
会
人
と
し
て
の
判
断
力
お
よ
び
行

動
力
を
有
し
、
青
少
年
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
動
が
で
き
る
こ
と
。

活�

動　

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
民
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
活
動
時
に
青
少
年

を
手
助
け
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

行
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

必
要
経
費　

航
空
運
賃
の
５
割
（
航
空
運

賃
の
５
割
は
市
で
負
担
し
ま
す
。）

※
旅
券
取
得
費
用
等
は
含
み
ま
せ
ん
。

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ワ
リ
ン
ガ
ー
市

日�

程　

８
月
上
旬
〜
下
旬
の
予
定

高
校
生　

募
集
人
数　

７
人

応
募
条
件

・ 

秩
父
市
在
住
で
協
調
性
、
自
立
性
お

よ
び
意
欲
が
あ
り
、健
康
で
あ
る
こ
と
。

・ 

英
検
２
級
程
度
の
英
語
力
が
あ
る
こ

と
。

・ 

帰
国
後
、
研
修
の
体
験
を
生
か
し
、

地
域
や
学
校
で
率
先
し
て
活
動
が
で

き
る
こ
と
。

・ 

保
護
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

活�

動　

ワ
リ
ン
ガ
ー
市
民
宅
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
現
地
の
高
校
へ

約
２
週
間
体
験
入
学
し
ま
す
。

必
要
経
費　

航
空
運
賃
、
授
業
料
等
の
３

割
（
航
空
運
賃
、
授
業
料
等
の
７
割
は

市
で
負
担
し
ま
す
。）

※
旅
券
取
得
費
用
等
は
含
み
ま
せ
ん
。

申
込
締
切　

５
月
10
日
㈬

�
�
他　

申
請
用
紙
の
配
布
、
申
込
方

法
、
選
考
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

　

㈳
秩
父
青
年
会
議
所
で
は
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
訪
問
先
と

し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
計
画
し
ま
し
た
。

現
地
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
始
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
「
手
作
り
ロ
ケ
ッ
ト
（
龍
勢
）」
を
縁

と
し
て
、
秩
父
市
と
姉
妹
都
市
を
提
携

し
て
い
る
ヤ
ソ
ト
ン
市
（
タ
イ
王
国
ヤ

ソ
ト
ン
県
）
へ
の
交
流
団
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

期�

間　

５
月
12
日
㈮
〜
17
日
㈬
の
５

泊
６
日
間

内�

容　

ヤ
ソ
ト
ン
市
ロ
ケ
ッ
ト
祭
り

と
山
車
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
、
い
く
つ

か
の
交
流
事
業
へ
の
参
加
な
ど

参
加
資
格　

成
人
で
健
康
な
方

参
加
費　

１
人
16
万
円
（
全
額
実
費
）

募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
�　

４
月
20
日
㈭
ま
で
に
左
記
へ
。

問
�
合
�
�　

吉
田
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

☎
72―

６
０
８
１
（
直
通
）

●
ア
メ
リ
カ
・
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市

日�

程　

７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬
の
予

定
（
約
２
週
間
）

学�

生

募
集
人
数　

５
人
（
高
校
生
・
大
学
、
短

期
大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
生
）

応
募
条
件

・ 

秩
父
市
在
住
で
協
調
性
、
自
立
性
お

よ
び
意
欲
が
あ
り
、健
康
で
あ
る
こ
と
。

・ 

日
常
会
話
程
度
の
英
語
力
が
あ
る
こ

と
。

平成18年　勤労青少年の標語
『「働く」って　けっこう嬉しい！　かなり楽しい！』

��

�　

７
月
27
日
㈭
か
ら
７
日
間

対�

象　

小
学
４
年
〜
中
学
３
年
生

※ 

詳
細
、
日
程
等
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.chichibu.ne.jp/

̃jc/m
ission/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

㈳
秩
父
青
年
会
議
所
事
務
局

　

担
当
：
関
根　

☎
22―

４
４
１
１

　

種
ま
き
や
除
草
作
業
な
ど
に
協
力
い

た
だ
き
、
夏
空
に
映
え
る
美
し
い
花
を

一
緒
に
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

種
�
�
日
時　

５
月
13
日
㈯
午
前
９
時

30
分
〜
正
午（
荒
天
の
場
合
は
14
日
㈰
）

�
�
�　

ち
ち
ぶ
花
銀
行
荒
川
圃
場

対�

象　

個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
法
人
な

ど
花
の
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。

募
集
区
画　

50
区
画
程
度

費�

用　

無
料
（
種
、
肥
料
は
ち
ち
ぶ

花
銀
行
で
用
意
し
ま
す
。）

申
込
締
切　

４
月
21
日
㈮
ま
で

�
�
他　

ひ
ま
わ
り
畑
に
オ
ー
ナ
ー
名

等
を
書
い
た
表
示
板
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、こ
の
活
動
に
協
賛
い
た
だ
く「
ひ

ま
わ
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
も
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

㈱
秩
父
開
発
機
構
☎
23―

１
０
０
２

　

荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
54―

２
１
１
１

36

�
�
王
国
�
�
�
�
市

訪
問
団
参
加
者
募
集

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

派
遣
青
少
年
募
集

第
�
回
少
年
少
女
国
際
使
節
団

海
外
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

参
加
者
募
集

�
�
�
花
銀
行

�

世
界
�
�
�
�
�

�
�
�
�
募
集



で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

初
回
（
５
月
13
日
㈯
）
は
、
参
加
費

持
参
の
う
え
、
保
護
者
も
一
緒
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
（
ま
た
は
ベ
ス

ト
）
や
小
物
（
帽
子
・
ビ
ー
ズ
）
な
ど

好
き
な
も
の
を
作
り
ま
す
。

��

�　

５
月
16
日
㈫
〜
12
月
19
日
㈫
、

原
則
第
１
・
３
・
５
火
曜
日
（
全
15
回
）、

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

対�

象　

勤
労
青
少
年

定�

員　

20
人

会�

費　

２
，０
０
０
円
（
材
料
費
別
）

申
込
�　

４
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

以
上
問
�
合
�
�

　

中
央
公
民
館

　

☎
22―

０
４
２
０

健
康
講
座

�
身
体
�
歪
�
�
自
分
�
直
�
�
�
�

　

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
ス
ト
レ
ッ
チ
（
歪
み

取
り
体
操
）
や
正
し
い
歩
き
方
を
身
に

つ
け
て
、
健
康
的
な
身
体
づ
く
り
を
目

指
し
ま
せ
ん
か
？

��

�　

５
月
８
日
㈪
、
22
日
㈪
、
６

月
５
日
㈪
、
19
日
㈪
、
７
月
３
日
㈪
、

17
日
㈪
、
午
後
７
時
〜
（
全
６
回
）

�
�
�　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

講�

師　

大
澤　

裕
先
生

定�

員　

20
人

費�

用　

保
険
料
５
０
０
円

�
�
�
�
�
�
講
座

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の
花
の
寄

せ
植
え
を
し
て
、
季
節
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
？

��

�　

５
月
17
日
㈬
か
ら
毎
月
第
３

水
曜
日
（
若
干
の
日
程
変
更
あ
り
）
午

後
７
時
〜
（
全
11
回
）

�
�
�　

荒
川
公
民
館
生
涯
学
習
室

講�

師　

住
谷
み
ど
り
先
生

定�

員　

20
人

費�

用　

保
険
料
５
０
０
円
＋
教
材
費

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
講
座

　

リ
ー
ス
・
メ
モ
リ
ア
ル
ア
レ
ン
ジ（
母

の
日
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
等
）、コ
サ
ー

ジ
ュ
・
ブ
ー
ケ
な
ど
を
作
成
し
ま
す
。

��

�　

５
月
18
日
㈭
か
ら
毎
月
第
３

木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
（
全
11
回
）

�
�
�　

荒
川
公
民
館
生
涯
学
習
室

講�

師　

本
庄
恵
子
先
生

定�

員　

20
人

費�

用　

保
険
料
５
０
０
円
＋
教
材
費

�
�
�
�
�
講
座

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
を
習
得
し
て
、
身
の
周
り
の
物
を
お

し
ゃ
れ
に
演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

��

�　

５
月
19
日
㈮
か
ら
毎
月
第
３

金
曜
日
（
若
干
の
日
程
変
更
あ
り
）
午

後
７
時
〜
（
全
11
回
）

�
�
�　

荒
川
公
民
館
生
涯
学
習
室

講�

師　

児
玉
紀
子
先
生

定�

員　

20
人

費�

用　

保
険
料
５
０
０
円
＋
教
材
費

①
初
心
者
�
�
�
�
水
泳
教
室

��

�　

４
月
21
日
〜
６
月
２
日
毎
週

金
曜
日
（
全
７
回
）、
午
前
10
時
〜
正
午

対�

象　

成
人
男
女

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定�

員　

20
人

申
込
�　

４
月
10
日
㈪
〜
20
日
㈭

②
寿
水
中
歩
行
教
室
�
高
齢
者
向
�
�

��

�　

５
月
12
日
〜
６
月
２
日
毎
週

金
曜
日
（
全
４
回
）、
午
後
１
時
〜
２

時
30
分

対�

象　

成
人
男
女

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定�

員　

20
人

申
込
�　

４
月
20
日
㈭
〜
30
日
㈰

※ 

①
、
②
ど
ち
ら
の
教
室
も
参
加
費
を

添
え
て
温
水
プ
ー
ル
窓
口
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
に

よ
る
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
�
合
�
�　

温
水
プ
ー
ル

　

☎
22―

７
４
１
１

��

�　

５
月
〜
平
成
19
年
３
月
（
毎

月
第
２
土
曜
日
）、
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

対�

象　

市
内
小
中
学
生

定�

員　

20
人

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
�　

４
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

男
�
料
理
教
室

　

男
だ
っ
て
、「
趣
味
は
料
理
で
す
」

と
言
っ
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
！
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

��

�　

５
月
23
日
㈫
か
ら
毎
月
第
４

火
曜
日
（
若
干
の
日
程
変
更
あ
り
）
午

後
６
時
30
分
〜
（
全
８
回
）

�
�
�　

荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
調
理
室

講�

師　

高
橋　

照
先
生

定�

員　

16
人

費�

用　

保
険
料
５
０
０
円
＋
材
料
費

 　
　
　
　
（
１
回
８
０
０
円
）

申
込
�　

い
ず
れ
の
講
座
も
、
４
月
21

日
㈮
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

荒
川
公
民
館

　

☎
54―

１
０
５
８

　

自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生
の
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

応
募
資
格

○
20
歳
以
上
26
歳
未
満

　

22
歳
未
満
の
方
は
大
卒
（
見
込
み
）

○ 

大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
は
28
歳
未

満
の
方

受
付
期
間　

５
月
12
日
㈮
ま
で

　

詳
し
く
は
、
埼
玉
地
方
連
絡
部
秩
父

募
集
事
務
所
☎
22―

６
１
５
７
ま
で

Ｅ
メ
ー
ル　titibuoffice@

m
xl.ttcn.

ne.jp

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。37

温
水
�
�
�
教
室参

加
者
募
集

�
�
�
�
将
棋
道
場

受
講
者
募
集

 

青
年
手
芸
教
室受

講
者
募
集

荒
川
公
民
館講

座
受
講
生
募
集

 

自
衛
官
�募

集
�
�
�
�
� 



５
，
０
０
０
円
（
飲
食
販
売
の
場
合
は

５
，
０
０
０
円
）

募
集
期
間　

４
月
10
日
㈪
〜
５
月
15
日
㈪

先
着
１
０
０
店
舗
ま
で

申
込
方
法

① 

所
定
�
用
紙
�
記
入
�
�
直
接
申
�

込
�
場
合　

　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
の
間

に
左
記
の
場
所
に
て
受
付
。

・ 

市
役
所
本
庁
舎
３
階
生
活
衛
生
課

（
各
総
合
支
所
で
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

・
有
隣
興
業
㈱

②
�
�
�
�
�
�
申
�
込
�
場
合

　

有
隣
興
業
㈱
ま
で
、
所
定
の
用
紙
で

申
込
み
。（
Ｆ

22―

５
７
６
４
）

※ 
所
定
の
用
紙
は
市
役
所
生
活
衛
生
課
、

有
隣
興
業
㈱
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
�
合
�
�　

　

秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員

会
事
務
局
（
有
隣
興
業
㈱
サ
ー
ビ
ス
事

業
部
）

　

☎
22―

１
３
４
９
Ｆ

22―

５
７
６
４

　

農
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
や
農

業
生
産
調
整
等
に
よ
り
耕
作
放
棄
さ
れ

た
農
地
を
、
市
民
農
園
と
し
て
提
供
し

ま
す
。
現
在
、
下
記
の
と
お
り
空
区
画

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

募
集
農
園

・
近
戸
町　
（
３
区
画
）

・
金
室
町　
（
２
区
画
）

・
別
所　
　
（
10
区
画
）

・
山
田　
　
（
12
区
画
）

・
上
影
森　
（
２
区
画
）

・
黒
谷　
　
（
12
区
画
）

・
永
田
町　
（
１
区
画
）

※ 

農
園
の
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農

業
振
興
課
窓
口
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
込
受
付　

４
月
19
日
㈬
午
前
８
時
30
分

か
ら
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
農
業
振
興

課
で
受
け
付
け
ま
す
。（
先
着
順
）

　

市
民
農
園
と
し
て
市
に
貸
し
て
い
た

だ
け
る
農
地
を
募
集
し
ま
す
。

　

所
有
の
農
地
で
不
耕
作
の
場
所
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

以
上
問
�
合
�
�　

　

農
業
振
興
課

　

☎
25―

５
２
１
０
（
直
通
）

　

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
の
開
講
式
な
ら

び
に
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

公
開
講
座
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
な

��

�　

５
月
14
日
㈰
、
21
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

�
�
�　

石
間
交
流
学
習
館
・
い
ち
ご

生
産
農
家

内�

容　

午
前
：
い
ち
ご
生
産
農
家
で

い
ち
ご
摘
み
、
昼
食
（
ず
り
あ
げ
う
ど

ん
）、
午
後
：
摘
ん
だ
い
ち
ご
で
ジ
ャ

ム
作
り
。
参
加
し
た
方
に
、
石
間
交
流

学
習
館
関
連
施
設
水
車
で
挽
い
た
そ
ば

粉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

費�

用　

２
，
０
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定�

員　

30
人
（
応
募
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。）

申
込
�　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
５
月
２
日
㈫

ま
で
に
吉
田
総
合
支
所
（
〒
３
６
９―

１
５
９
２　

秩
父
市
下
吉
田
６
５
８
５

―

２
☎
72―

６
０
８
３
Ｆ

77―

１
５
２

９
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

��

�　

５
月
21
日
㈰
（
雨
天
の
場
合

は
５
月
28
日
㈰
に
順
延
）

�
�
�　

秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
花
ま
つ
り
の
森
駐
車
場
、
道

の
駅
横
）

出
店
料　

一
般
３
，
０
０
０
円
、
業
者

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。

が
ら
秩
父
の
移
り
変
わ
り
を
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

��

�　

４
月
22
日
㈯

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

定�

員　

２
０
０
人

内�

容　
「
写
真
で
見
る
秩
父
の
50
年
」

　

 

長
瀞
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

南　

良
和 

先
生

参
加
費　

無
料

申
込
�　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22―

０
４
２
０

　

秩
父
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国

人
を
対
象
に
日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

５
月
16
日
、
23
日
、
30
日
、

６
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日
の
各

火
曜
日
（
７
回
開
催
）、
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
（
２
時
間
）

�
�
�　

市
民
会
館
３
階
第
４
会
議
室

対�

象　

市
内
在
住
・
在
勤
外
国
人

内�

容　

日
本
語
の
初
歩
〜
中
級
程
度

（
日
常
会
話
・
応
用
会
話
・
文
法
な
ど
）

定�

員　

20
人
（
た
だ
し
、
申
込
者
が

７
人
未
満
の
場
合
は
実
施
し
ま
せ
ん
。）

参
加
費　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

講�

師　

増
井
ま
ゆ
み
先
生

申
込
�　

５
月
10
日
㈬
ま
で
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

38

�
�
�
摘
�
�

�
�
�
作
�
体
験

参
加
者
募
集

�
�
�
学
�
�
�
�公

開
講
座

第
26
回

秩
父
�
�
�
�
�
�
�
�

出
店
者
募
集

市
民
農
園
�
利
用
者

�
募
集
�
�
�

農
地
所
有
者
�
方
�

貸
出
農
地
�
募
集
�
�
�

外
国
人
�
�
�
�日

本
語
教
室



�
�
�　

秩
父
保
健
所

対�

象　

ひ
き
こ
も
り
の
家
族
を
持
つ
方

内�

容　

家
族
の
接
し
方
に
つ
い
て
等

講�

師　

臨
床
心
理
士

参
加
費　

無
料

申
込
�　

秩
父
保
健
所
保
健
予
防
推
進

担
当
☎
22―

３
８
２
４

��

�　

４
月
17
日
㈪

　
　
　
　

午
後
０
時
15
分
〜
０
時
50
分

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
交
流

フ
ロ
ア
ー

内�

容　

ヴ
ォ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

植
原
史
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
西
村
理
恵

子
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、
大
滝
眞
（
ヴ
ィ

オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
）
曲
目
は
「
オ
ン

ブ
ラ
・
マ
イ
・
フ
」、「
さ
く
ら
」
ほ
か

入
場
料　

無
料

問
�
合
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22―

０
４
２
０

　

市
民
会
館
の
自
主
事
業
の
一
環
と
し

て
吹
奏
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

秩
父
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
は

じ
め
、
秩
父
郡
市
内
外
の
中
学
校
・
高

校
の
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
が
出
演
予

定
で
す
。
整
理
券
等
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
当
日
来
館
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
鑑

賞
で
き
ま
す
。

��

�　

５
月
３
日
㈬（
憲
法
記
念
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
開
演

�
�
�　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料
（
入
退
場
自
由
）

問
�
合
�
�　

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館

　

☎
24―

６
０
０
０

　

国
選
択
記
録
保
存
、
県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
で
あ
る
白
久
串
人
形
芝
居
の

定
期
公
演
を
行
い
ま
す
。

��

�　

４
月
16
日
㈰
午
後
１
時
開
演

（
雨
天
決
行
）

�
�
�　

豆
早
原
区
公
会
堂（
荒
川
白
久
）

出�

演　

白
久
串
人
形
座

演�

目　

浪
曲　

赤
城
の
子
守
唄
、
絵

本
太
功
記
十
段
目
尼
ヶ
崎
閑
居
の
場

問
�
合
�
�

　

荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館
内

　

白
久
串
人
形
芝
居
保
存
会
事
務
局

　

☎
54―

１
０
５
８

　

武
甲
山
に
生
息
す
る
貴
重
な
植
物
の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
を
、
開
花
期

間
に
限
り
特
別
展
示
し
ま
す
。

展
示
予
定
時
期
�
期
間

　

４
月
中
旬
の
約
１
週
間

※ 
天
候
に
よ
り
開
花
が
早
ま
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
来
館
さ
れ
る
前
に

資
料
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

休
館
日　

火
曜
日

入
館
料　

一　

般　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　
　

１
０
０
円

　

け
が
人
、
急
病
人
の
応
急
手
当
の
方

法
に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

��

�　

５
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰
、
６

月
３
日
㈯
、
４
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

�
�
�　

上
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
第
１
日

目
、
２
日
目
）、
福
祉
女
性
会
館
（
第

３
日
目
、
４
日
目
）

対�

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定�

員　

30
人

費�

用　
３
，０
０
０
円（
教
本･

教
材
費
）

指
導
者　

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

�
�
他　

全
日
程
出
席
し
た
人
に
は
、

日
本
赤
十
字
社
か
ら
『
受
講
証
』、
検

定
合
格
者
に
は
『
救
急
員
認
定
証
』
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

社
会
福
祉
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
２

　

ひ
き
こ
も
る
家
族
へ
の
接
し
方
に
つ

い
て
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

��

�　

４
月
10
日
、
５
月
８
日
、 

６

月
12
日
、
７
月
10
日
、 

８
月
７
日
、 

９

月
11
日
、
10
月
２
日
、
11
月
13
日
、
12

月
11
日
、
平
成
19
年
１
月
15
日
、
２
月

５
日
、
３
月
12
日
、
い
ず
れ
も
月
曜
日
、

午
後
２
〜
４
時

問
�
合
�
�　

武
甲
山
資
料
館

　

☎
24―

７
５
５
５

�
�
�
�
作
�
体
験
教
室

��

�　

５
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
お
よ
び
28
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
（
全
２
日
間
・
宿
泊
可
）

�
�
�　

ふ
れ
あ
い
の
森
森
林
科
学
館

第
一
学
習
室
（
中
津
川
）

集
合
時
間　

27
日
㈯
午
前
10
時
、
28
日
㈰

午
前
９
時

内�

容　

シ
ュ
ロ
縄
に
よ
る
昔
の
ナ
ッ

プ
ザ
ッ
ク
作
り

参
加
費　

一
人
２
，
５
０
０
円
（
宿
泊

費
、
昼
食
代
別
）

募
集
人
員　

10
人
（
申
込
順
）

持
�
物　

昼
食
、
安
全
に
作
業
で
き
る

服
装
と
靴

申
込
�　

実
施
日
の
１
か
月
前
の
午

前
９
時
か
ら
１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話

で
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

（
☎
56―

０
０
２
６
）
へ
。

��

�　

４
月
23
日
㈰
、
５
月
28
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
中
止
）

※ 

営
業
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森　

プ
ー
ル
サ
イ
ド
周
辺
特
設
会
場

問
�
合
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
☎
22―

８
１
１
１

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ39

�
�
�
�
�
家
族

�
�
�
�
�
�

秩
父
吹
奏
楽
祭

武
甲
山
資
料
館

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

展
示
�
�
�

日
本
赤
十
字
社
公
認

�

救
急
法
救
急
員養

成
講
習
会

歴
文
�
�
��

�
�
�
�
�
�

白
久
串
人
形
芝
居

定
期
公
演

地
元
�
指
導
者
�
学
�

 

中
津
川
�
文
化
体
験
教
室

森
�
市
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
開
催
�
�
�



持
�
物　

昼
食
、飲
み
物
、雨
具
等
（
安

全
に
登
山
で
き
る
服
装
、
靴
）

申
込
�　

実
施
日
の
１
か
月
前
の
午
前

９
時
か
ら
１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話

で
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

（
☎
56―

０
０
２
６
）
へ
。

��

�　

大
血
川
：
４
月
15
日
㈯
、
18

日
㈫
、６
月
18
日
㈰
、20
日
㈫
、栃
本
：

５
月
16
日
㈫
、
27
日
㈯
、
７
月
18
日
㈫

の
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
受
付
は
午
後
２
時
ま
で
。
当
日
受
付
）

受
付
場
所　

大
血
川
：
大
血
川
観
光
釣
場

の
先
左
折
、
秩
父
演
習
林
大
血
川
作
業

所
、栃
本
：
入
川
観
光
釣
場
奥
ゲ
ー
ト
前

参
加
費　

無
料

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://w
w
w
.uf.a.u-tokyo.ac.jp/

chichibu/　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

東
京
大
学
秩
父
演
習
林

　

☎
22―

０
２
７
２

秩
父
�
�
�
�
�
�
�
�

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
解
説
員
が
同

行
し
、
荒
川
周
辺
の
魅
力
溢
れ
る
自
然

を
ご
案
内
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
日
変
わ

り
で
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

��

�　

５
月
３
日
㈬
、
４
日
㈭
、
５

日
㈮
、
６
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対�

象　

一
般

定�

員　

各
回
15
人

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
込
�　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み

里
山
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�　

４
月
22
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対�

象　

一
般

定�

員　

15
人

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
�　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
。

当
日
窓
口
で
の
申
込
み
も
可
能
。

�
月
�
室
内
�
�
�
�
�
�
�

�
草
花
�
絵
�
�
�
�
葉
�
�
�
�
�

��

�　

５
月
31
日
㈬
ま
で
の
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
の
間
い
つ
で
も

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対�

象　

一
般

定�

員　

特
に
な
し

参
加
費　

材
料
費
実
費
（
50
円
）

申
込
�　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
て
随
時
受
付

問
�
合
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54―

２
０
１
４

�
山
菜
�
�
体
験

��

�　

５
月
14
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

�
�
�　

み
ど
り
の
村　

村
の
広
場
〜

み
ど
り
の
村
全
体

定�

員　

30
人
（
抽
選
）

�
南
天
山
登
山

��

�　

４
月
30
日
㈰
午
前
９
時
集
合

�
�
�　

中
津
川
（
鎌
倉
沢
〜
南
天
山

徒
歩
約
４
時
間
30
分
）

�
赤
岩
峠
登
山

��

�　

５
月
７
日
㈰
午
前
９
時
集
合

�
�
�　

中
津
川
（
小
倉
沢
〜
赤
岩
峠

徒
歩
約
３
時
間
30
分
）

�
宗
四
郎
山
登
山

��

�　

５
月
14
日
㈰
午
前
９
時
集
合

�
�
�　

中
津
川
（
山
吹
沢
〜
宗
四
郎

山
徒
歩
約
３
時
間
）

�
�
�
�
�
�
観
察
�
�
�
�
�
�

��

�　

５
月
４
日
㈭
、
６
日
㈯
午
前

９
時
集
合

�
�
�　

中
津
川
（
大
若
沢
〜
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
自
生
地
徒
歩
約
３
時
間
）

�
巨
木
観
察
�
�
�
�
�
�

��

�　

５
月
５
日
㈮
午
前
９
時
集
合

�
�
�　

中
津
川
（
金
蔵
沢
〜
巨
木
徒

歩
約
１
時
間
30
分
）

参
加
費　

　

●
は
各
回
大
人
３
，
０
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
，
５
０
０
円
（
保
険
料
含

む
、
昼
食
代
別
）

　

○
は
各
回
大
人
２
，
０
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
，
０
０
０
円
（
保
険
料
含

む
、
昼
食
代
別
）

募
集
人
員　

各
回
10
人
（
申
込
順
）

集
合
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
森
林
科
学
館

（
中
津
川
）

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

�
�
�
打
�
体
験

��

�

　

５
月
21
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午

�
�
�　

み
ど
り
の

村　

若
者
セ
ン
タ
ー

費�

用　

８
０
０
円

定�

員　

28
人
（
抽
選
）

申
込
�　

５
月
８
日
㈪
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
、「
山
菜
つ
み
」
ま
た
は
「
そ

ば
打
ち
」
ど
ち
ら
か
を
明
記
の
う
え
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
人
数
を
記

入
し
左
記
へ
。

�
小
動
物
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�　

５
月
14
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

�
�
�　

み
ど
り
の
村　

村
の
広
場

問
�
合
�
�　

み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所　

〒
３
６
８―

０
１
０
１　

小
鹿
野
町
下

小
鹿
野
27　

☎
75―

３
６
３
４

��

�　

５
月
７
日
㈰

�
�
�　

百
穴
射
撃
場
（
東
松
山
市
）

受�

付　

午
前
８
時
か
ら
受
付

種�

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃

参
加
費　

７
，
０
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、

保
険
料
等
を
含
む
）

賞�

典　

参
加
賞
、
入
賞
賞
典
あ
り

定�

員　

36
人

問
�
合
�
�　

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務

局　 秩
父
�
�
�
射
撃
協
会

 

指
導
者
育
成

�
�
�
射
撃
大
会

40

地
元
�
案
内
人
�
行
�

 

中
津
川
�
新
緑
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

催
�
�
�
知
�
�

�
�
�
�
村
�
催
�

東
京
大
学
秩
父
演
習
林

 

自
由
見
学
日

�
�
�
�
春
�
初
夏



対�

象　

幼
児
（
小
学
２
年
生
く
ら
い

ま
で
）

内�

容　

ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
や
昔
話
、
手

遊
び
な
ど
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。
本
好
き
に
な
る

き
っ
か
け
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

参
加
費　

無
料

問
�
合
�
�　
「
い
わ
ざ
く
ら
」
新
井

　

☎
24―

４
７
１
６
ま
で

　

今
年
埼
玉
で
行
わ
れ
る
第
38
回
全
国

保
育
団
体
合
同
研
究
集
会
の
プ
レ
集
会

と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

４
月
22
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

�
�
�　

市
民
会
館
４
階
定
峰

演�

題　
「
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

講�

師　

立
教
大
学　

浅
井
春
夫
教
授

参
加
費　

一
人
５
０
０
円

※ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
育
が
必
要
な
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

く
わ
の
実
保
育
園

　

☎
24―

４
４
５
５

��

�　

５
月
13
日
㈯
午
後
５
時
30
分

開
場
、
６
時
開
演

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

　

乳
幼
児
（
主
に
０
歳
か
ら
３
歳
児
）

が
、
親
子
で
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
水
、
木
曜
日

※ 

４
月
か
ら
開
催
曜
日
が
変
更
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

会�

場　

秩
父
幼
稚
園
ホ
ー
ル
（
秩
父

幼
稚
園
へ
は
、
慈
眼
寺
境
内
側
の
入
り

口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。）

参
加
費　

無
料

※ 

土
曜
日
の
午
後
に
行
っ
て
い
た
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
３
月
で
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

※ 

子
育
て
相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

＊ 

こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22―

７
８
６
６

��

�

　

５
月
13
日
㈯

　

午
前
11
時
〜
正
午

�
�
�

　

歴
史
文
化
伝
承
館

２
階
和
室

内�

容　

バ
リ
ト
ン
歌
手
細
岡
雅
哉
さ

ん
ら
に
よ
る
、
た
の
し
い
歌
の
ほ
か
、

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
を

ハ
イ
ラ
イ
ト
で
お
楽
し
み
い
た
だ
く
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
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０
０
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�
�
�
�
取
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岩
田
豆
腐
店
☎
22―

１
２
１
４

　

岡
部
医
院
☎
25―

２
５
１
１

　

茶
房
木
亭
☎
24―

７
８
４
１

　
秩
父
楽
器
サ
ー
ビ
ス
☎
24―

６
７
９
１

　

タ
カ
ハ
シ
サ
イ
ク
ル
中
町
店

　

☎
22―

１
３
５
７

　

同
宮
地
店
☎
25―

３
１
９
６

問
�
合
�
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社
会
福
祉
法
人
く
わ
の
実
会

　

 

障
害
者
活
動
セ
ン
タ
ー
・
キ
ッ
ク
オ

フ
内
永
井
ま
で
☎
24―

５
０
０
４

４
月
16
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
秩 父 病 院
光 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊木町
日野田町
宮側町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－0043
☎22－3022
☎24－1234

４
月
23
日

医師会休日診療所
伊古田小児科医院
小鹿野中央病院
鬼 石 病 院

（内・小）
（小）

熊木町
皆野町
小鹿野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎62－4585
☎75－2332
☎52－3121

４
月
29
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
秩 父 病 院
高 橋 医 院

（内・小）
（内・小）

（内・小）

熊木町
本 町
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎25－2711
☎22－3022
☎52－2253

４
月
30
日

医師会休日診療所
荒 舩 医 院
秩 父 第 一 病 院

（内・小）
（内・外）

熊木町
横瀬町
中村町

☎23－8561
☎24－0160
☎25－0311

５
月
３
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
本 町
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎25－2711
☎22－3022
☎52－3121

５
月
４
日

医師会休日診療所
大 谷 津 医 院
小鹿野中央病院
光 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
阿保町
小鹿野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－6329
☎75－2332
☎24－1234

５
月
５
日

医師会休日診療所
松本クリニック
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内）

熊木町
日野田町
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－3000
☎23－0611
☎52－3121

５
月
７
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
秩 父 市 立 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
阿保町
桜木町

☎23－8561
☎23－1300
☎23－0611

５
月
14
日

医師会休日診療所
清 水 病 院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（外・内・消）

熊木町
皆野町
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎62－0067
☎22－3022
☎52－3121

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
　藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
　のホームページで確認できます。

平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）　診療時間（午後７時30分～10時）

第
38
回
全
国
保
育
団
体
合
同
研
究
集
会

�
�
企
画�

講
演
会
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親
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４月 保健センター
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日 月 火 水 木 金 土
４/10 11

●言語リハビリ
教室（秩父）
●健康相談・育
児相談（大滝）

12
●よしだ元気塾
（吉田）

13
●３歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい
教室（荒川）

14
●育児相談
　（秩父）
●BCG予防接種
（秩父）

15

16
●両親学級妊娠
後期①（秩父）
●胃がん検診
　（秩父）

17
●親子ふれあい
教室（吉田）
●言語リハビリ
教室（荒川）

18
●４か月児健診
（秩父）
●言語リハビリ
教室（吉田）
●健康相談
　（荒川）

19
●10か月児健診
（秩父）
●胃がん検診
　（吉田）

20
●両親学級妊娠
後期②
　（秩父）

21
●胃がん検診
　（秩父・荒川）
●４・10か月児
健診・BCG予
防接種（吉田）

22

23 24
●胃がん検診
　（秩父・荒川）

25
●胃がん検診
　（秩父・吉田）
●親子ふれあい
教室（大滝）

26
●胃がん検診
　（秩父）
●１歳６か月・
３歳児健診・
歯みがき教室
（荒川）

27
●胃がん検診
　（秩父）
●親子ふれあい
教室（荒川）
●ことばの相談
（吉田）

28
●胃がん検診
　（秩父）

29

30 5/1
●胃がん検診
　（秩父）

2 3 4 5 6

7 8
●三種混合予防
接種（秩父）
●育児相談
　（荒川）

9
●言語リハビリ
教室（秩父）
●健康相談・育
児相談（大滝）

10
●育児相談
　（吉田）
●胃がん検診
　（大滝）

11
●３歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい
教室

12
●育児相談
　（秩父）

13

14 15
●両親学級妊娠
前期①（秩父）
●親子ふれあい
教室（吉田）

16
●４か月児健診
（秩父）
●健康相談
　（荒川）

17
●10か月児健診
（秩父）
●よしだ元気塾
（吉田）

18
●ポリオ予防接
種（秩父）
●親子ふれあい
教室（大滝）

19
●両親学級妊娠
前期②（秩父）
●１歳６か月・
３歳児健診
　（吉田）

20

※詳細については、今月号28・29ページおよび３月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に配布した「平成１８年度秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

みどりの日

憲法記念日 国民の休日 こどもの日
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　２月28日、高篠小学校６年生が総合的な学
習の一環として、地元山田地区の橋本さん宅
にあるバイオトイレおよび傾斜土槽法を見学
しました。
　水を使わずにおが屑で排泄物を分解するバ
イオトイレや、鹿沼土に生活排水を通すこと
で水を浄化する傾斜土槽法のシステムを実際
に見学し、子どもたちは熱心に説明を聞いた
り、質問をしている姿が見られ、貴重な水資
源を守る体験学習となりました。　

高篠小学校６年生が
バイオトイレなどを見学

　下郷学童保育室で、長年子どもたちの良き
相談相手として活動し、青少年の健全育成に
尽力された松岡 稔さん（大畑町）に、３月
13日、教育長から感謝状が贈られました。
　子どもたちに「みーちゃん」と慕われてい
る松岡さん自身も、この学童保育室の修了生
で、中学・高校の６年間、後輩の子どもたち
のために毎日のように学童保育室に通ってい
ました。子どもたちは、その姿をよき見本と
して学んだことでしょう。
　松岡さんの今後の活躍が期待されます。

学童保育室のお兄ちゃんに
感謝状

　３月14日、「グループみらい」から広域市
町村圏組合指定の有料ごみ袋3,000枚が秩父
市に寄贈されました。
　「グループみらい」は、ごみの減量化や再
資源化、再利用のために様々な地域活動を
しているボランティア団体で、今回寄贈して
いただいたごみ袋は、約６年間のフリーマー
ケットの収益金によるものです。
　市では、このごみ袋を環境行政を進める中
で有効に活用していきたいと思います。

フリーマーケットの収益金で
ごみ袋を市に寄贈

　３月14日、㈳埼玉県トラック協会秩父支部
（浅見和也支部長）から、市内公立小学校の
新入学児童633人に防犯ブザーが寄贈されま
した。　
　これは、全国各地で子どもが被害者となる
痛ましい事件が相次いでいることをうけ、同
協会が県内の新入学児童に光るトラック形の
防犯ブザーを送っているものです。
　寄贈されたブザーは、その日のうちに協会
役員の皆さんの手によって、市内の各小学校
に届けられました。

新入学児童に
｢光るトラック型防犯ブザー｣を寄贈
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　３月12日、秩父ミューズパーク内に「旅立
ちの丘」が完成したことに伴い、オープニン
グセレモニーが行れました。
　セレモニーには、歌手のトワ・エ・モワの
お二人と林家たい平師匠を特別ゲストに迎
え、影森中学校の生徒をはじめ参加者全員に
よる「旅立ちの日に」の大合唱を行い、全国
の卒業生への祝福のメッセージとしました。
　秩父市の新名所をぜひ訪れてください。

大滝中学校で
「ものづくり出前講座」開催

　春の火災予防運動の一環として、吉田地域
では秩父消防署吉田分署と吉田消防団による
防火指導が行われました。
　２月27日から３月９日にかけて吉田元気村
で高齢者を対象とした防火指導が、３月18日
には下吉田取方地区で消火器の取り扱いに関
する住民指導講習会が行われ、消火器の取り
扱い方等の指導を受けました。
　これからの季節は空気の乾燥に加え、風の
強い季節となります。火の取り扱いに十分注
意し、火災予防に努めましょう。

　３月上旬、荒川日野地内の寺沢川上流の自
生地で、ザゼンソウの花が咲き誇り、大勢の
人が観賞に訪れました。
　ザゼンソウは、小さなお堂の中でお坊さん
が座禅を組んでいるような愛らしい姿の花で、
乾いた湿地帯に生えるサトイモ科の多年草で
す。別名ダルマソウとも言います。
　このザゼンソウがある寺沢川は自然豊かな
渓流です。あずまやや水車小屋もあるきれい
な川に、皆さんも一度訪れてみてはいかがで
しょうか。

火の取り扱いには
　　十分注意しましょう

達磨大師に似たザゼンソウが
姿を現しました

夢と希望に向かって
「旅立ちの丘」モニュメント

オープニングセレモニー

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課 ☎22－2505（直通）
 ☎22－2211内線1296

　２月16日、大滝中学校において「ものづく
り出前講座」が開催されました。
　この出前講座は、若年者の『ものづくり』
離れで技能・技術の継承が困難になってきて
いることから、若年者が『ものづくり』のす
ばらしさを感じ取り、就業意識を高める機会
をもたせたいと県が中心となり実施したもの
です。
　当日は全校生徒29人が参加し、市内で料理
店を営んでいる松浦 修さんの講演と「ふぐ
の薄造り」の実演を熱心に視聴していました。

2006年
４
月
号
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